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0今月のおもな内容○

みんなで考える市町村合併
合併の将来像は     一P2～ P4

住基ネツトがヌタート ～P5

情報公開制度と個人情報保護制度―・P6′VP 7

児童扶養手当の改正   P8～ P9
わが家の強風対策  …P10～ Pll
ちっご祭出場者募集  …P12～ P13
市職員募集

●中P14

散歩道 (みなさんのページ)・・・P16～ P17

サザンクヌ筑後 P18-P19

まちの話題 P20ハンP21

保健・衛生 P22ハノP23

あ矢□らせ P24ハンP26

図書室だより P27
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初めての“あゆみ"

7月 19日、羽犬塚小学校で初めての通知票をもら

う 1年生。先生の「よ<がんばりましたね」の言葉に、

少し照れながら笑顔で応えていました。

(内容は21ページに紹介)

`B B中
●..口
… .・今 日のうた

・夫はと し茅の輪 くぐりによ来を逹独

樋口えみ子さん(筑後俳句会)

。電柱の並ぶ千野や要の峰
江崎讀さん(上北島)

・狂切ネ凝全Υ播継 】
平井達志さん (筑後短歌会 )

※季節の俳句や短歌を募集しています。

住所・氏名を添えて企画広報係ヘ

“
′

ヒマワリ
(サンコア)

０
●

「市民が主役」のまちづ<りぁ寺,

キラリ☆筑後遺産 P28



□シリーズ最終みんなで考える市町村合併一

合併の将来像
について考える

7月号では、市町村が合併するまでに必要な手続きについて紹介しました。

今回は合併に対する市長の考えや、出前市長室でのアンケート(中間結果)な

どを通して、合併の将来像について考えます。

桑野市長、

韓

市町村合併についての
ご意見・お問合せは
企画課まちづくり推進係
盗 53-4111内 線 150
函 52-5928
諭 gappCi@City,chikuBo

fukuoka,jp

臣

Q.合併についての基本的な考えは
平成17年 3月 という合併特例法のタイムリミットを目前に、今、周辺市町村で

も合併についての論議が活発化しています。しかし、それぞれの市町村には、こ

れまで長い時間をかけて、私たちの先達たちが築き上げてきた歴史や伝統といっ

たものが存在しますので、合併を単に財政面からだけで論議するのは、いささか
一面的すぎるように思います。

私は就任以来「市民が主役」のまちづくりを掲げ、市民が積極的に参加するま

ちづくりをめざして、日々 取り組んでいます。従って筑後市にとって、他市町村

と合併を論議する際に最も大切なことは、合併後にできる新しい自治体の基本理

念として「住民主役」という点で合致できるか否かということだと、私は考えて

います。

そのことを前提にしながら、合併に対して精一杯取り組んでいきますので、市

合
併
す

べ
き
な

の
か
、
す

べ
き
で
な

い
の
か
、
ま
た
合
併
す

る
と
す
れ
ば
ど

の
市
町
村
と
合
併
す
る
の
が
筑
後
市
に

と

っ
て
最
も
理
想
的
な

の
か
。
国
や
県

か
ら
大
き
な
財
政
支
援
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
合
併
特
例
法

の
期
限
、
平
成

‐７
年
３
月
ま
で
残
り
わ
ず

か
と
な

っ
た

今
、
市
は
大
き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。

先
月
、
八
女

・
筑
後
広
域
圏
の
８
市

町
村
の
首
長
が
集
ま
り
協
議
し
た
結
果
、ぽ

「市
町
村
合
併
任
意
協
議
会
」

（会
長

・

野
田
国
義

八
女
市
長
）
を
設
置
す

る
こ

と
で
正
式
に
合
意
し
ま
し
た
。
八
女
市
、

八
女
郡

（
４
町

２
村
）
は
、
地
理
的

・

文
化
的
に
も
筑
後
市
と
は
深
い
関
係
に

あ
り
、
今
後
任
意
協
議
会

で
合
併

の
可

能
性
に

つ
い
て
具
体
的
な
調
査

・
検
討

を
行

い
、
市
民
の
皆
さ
ん

へ
情
報
を
提

供

し

て
い
き
た

い
と
考

え

て
い
ま
す
。

さ
て
、

７
月
号
で
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
合
併
に
向
か

っ
て
動
き
出
す
た
め

」
■
７

に
は
、
市
町
村
長
が
提
案
す
る
場
合
と
、

住
民
が
市
町
村
長
に
対
し
て
合
併
を
要

望
す

る
場
合

の
２

つ
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
ど
ち
ら

の
方
法
で
合
併
が
進
む
と

し
て
も
、
今
以
上
に
合
併

の
気
運
が
盛

り
上
が
り
、
市

の
将
来
像
に

つ
い
て
十

分
な
議
論
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ
こ
で
、
桑
野
照
史
筑
後
市
長
が
語

る
合
併

の
考
え
方
な
ど
に

つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

声ム辛限ちくごM4al o荘



みんなで考える市町村合併―シリーズ最終回

W 近年全国的に市町村合併が推進されていますが、
あなたは筑後市の市町村合併をどう思いますか。

1.急いで進めるべきだ

:持

4.わからない
24.1%

4.5%

う

2.時間をかけて
進めるべきだ

63.1%

_脚諄す●募

ア
ン
ケ
ー
ト

（中
間
結
果
）

が
一不
す
合
併
像
と
は

一
方

で
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
合
併

に

つ
い
て
ど
う
思

っ
て
い
る
の
で
し

よ
う

か
。
４
月
か
ら
古
島
、
下
妻
、
西
牟
田
、

羽
犬
塚
、
水
田
の
各
小
学
校
区
で
開
い

た

「出
前
市
長
室
」
で
合
併
に

つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
と

こ
ろ
、

３

３
６
人
か
ら
次

の
よ
う
な
回
答
が
得
ら

れ
ま
し
た
。

１
問
目

の

「市
が
合
併
す

る
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
」

（資
料
１
）

と
い
う
問
い
に
対
し
、
最
も
多
か

っ
た

答
え
は

「時
間
を
か
け
て
進
め
る
べ
き

だ
」
で
、
全
体

の
６３

・
１
４
に
あ
た
る

２
１
２
人
が
そ
う
答
え
ま
し
た
。
続

い

て

「わ
か
ら
な
い
」
の
２４

・
１
智
、

「急

い
で
進

め

る

べ
き
だ

」

の
８

・
３
智
、

「進
め
る

べ
き
で
は
な
い
」

の
４

・
５

智

の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の

結
果
か
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
合
併

を
進
め
る
べ
き
だ
が
、
慎
重
に
進
め
て

い
き
た
い
と
い
う
人
が
、
現
在

の
と
こ

ろ
６
割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
に

つ
い
て
ど

う
判
断
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
人
も
、
全
体

の
２
割
以
上
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

２
問
目
の

「合
併
す
る
な
ら
ど

の
市

町
村

と
し
た

い
で
す

か
」

（資
料

２
）

と
い
う
問
い

（複
数
回
答
可
）
に
対
し
、

最
も
多
か

っ
た
答
え
は
大
木
町

で
、
全

体

の
１７

・
６
智
に
あ
た
る
８７

人
の
人
が

そ
う
答
え
ま
し
た
。
続

い
て
八
女
市

の

‐２

・
８
訂

、
広
川
町
と
二
瀦
町

の
９

・

６
４

の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。
逆

に
最

も
少
な
か

っ
た

の
は
高

田
町

で
し
た
。

ま
た
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
た
校
区
ご

と
に
見
て
み
る
と
、
大
木
町
と
答
え
た

人
が
最
も
多
か

っ
た
の
は
、
古
島

・
下

妻
校
区
で
、
西
牟
田
校
区
で
は
三
渚
町
、

羽
犬
塚
校
区
で
は
八
女
市
、
水
田
校
区

で
は
広
川
町
が
最
も
多
く
選
ば
れ
て
い

3.進めるべきではない

民の皆さんにもこれから大いに合併論議に参加していただき、市

民の皆さんが合意できるように期待する次第です。

Q。 合併に向けた今後の取り組みは
市の将来を考えると、合併特例法の期限を全く無視するわけ

にはいきません。そのことを考慮すると、時間的な余裕はほと

んど残されていません。市では今月、 2人の職員を新しく設置

する「まちづくり推進係」に配置し、合併への体制を強化して

いくとともに、今後市民アンケートや「市町村合併を考える市

民シンポジウム」などを行い、急ピッチで合併論議を進めてい

きたいと考えています。

また、市民の皆さんに合併論議をより深めていただくために、

合併の判断材料として、市はいくつかの合併パターンの情報を

提供しなければならないと考えています。もちろん合併には相

手のあることですから、合併任意協議会という場で合併の可能

性について検討しながら、その情報を市民の皆さんにも積極的

に提供していきたいと考えています。

Q。 具体的な合併像は
いくつかのパターンが考えられると思いますが、東の八女市 '

八女郡、西の三瀦郡。大川市、南の山門郡など、いろんな組み

合わせを今後検討していきながら、合併特例法期限内での合併

実現の可能性を追求していきたいと考えています。市民の皆さ

んにもできるだけその過程をお知らせしていきますので、筑後

市にとってより良い合併をしていくために、皆さんも一緒にな

って論議していただきたいものです。

)

)

ブ

No. 項 目 人数 (人 ) 割合(%)

1 急いで進めるべきだ 28 8.3

2 時間をかけて進めるべきだ 212 63.1

3 進めるべきではない 15 4.5

4 わからない 81 24.1

△
口 計 336 100

時間をかけて進めるべきと

答えた人が 6割を超えまし

た。またわからないと答え

た人も約 2割になりました

荘①庁ム辛限ちくごM4&1
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合併するとしたら、どの市町村と合併した方が
いいと思いますか (複数回答可)

三渚町 9.6%

みんなで考える市町村合併―シリーズ最終回

久 4.0%

柳川市 2.0%

大川市
28%

黒木町
40%
上陽町
40%

1.4%

瀬高町 86%

八女市

128%

広川町

96%

星野村 38%

矢部村 4.0%

大木町

176%

立花町
46%

城島町
40%

高田町
1.0%

山川町 16%

三橋町 46%

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
現
在

市
民
の
多
く
が
合
併
し
た
い
と
望
む
市

町
村
は
、
市

の
東
西
が
上
位
を
占
め
て

い
て
、
南
北
は
や
や
少
な

い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
し
か
し
ア
ン
ケ
ー
ト
で

最
も
多
か

っ
た
大
木
町
や
八
女
市

で
も
、

そ

の
数

は
全
体

の
２
割

に
も
満

た
ず

、

合
併
し
た
い
と
思
う
市
町
村
は
、
地
域

に
よ

っ
て
か
な
り
の
ば
ら

つ
き
が
あ
る

よ
う

で
す
。
合
併
相
手
に

つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
十
分
な
議
論
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
で
考
え
る

市
町
村
合
併

市
で
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
合
併
に

つ
い
て
調
査

・
検
討
し
、
皆
さ
ん
に
積

極

的

に
情
報

を
提
供

し

て
い
く
た
め
、

８
月
か
ら
企
画
課
内
に

「ま
ち
づ
く
り

推
進
係
」
を
設
置
す

る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
今
後

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
行

い
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
い

っ
し

よ
に
な

っ
て
合
併
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

合
併
特
例
法

の
期
限
ま
で
、
あ
と
残

り
わ
ず

か
。
今

日
ま
で
築

い
て
き
た
筑

後
市

の
伝
統
や
文
化
な
ど
を
大
切
に
守

り
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
私
た
ち

の

地
域
が
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
、　
一
人
ひ
と
り
が
真
剣

に
考
え
、
議
論
し
、
決
め
て
い
か
な
け

れ
ば

な
り
ま

せ
ん
。
市

で
は
今
後
も
、

積
極
的
に
情
報
を
提
供
し
て
い
く
と
と

も
に
、
皆
さ
ん
と
い

っ
し

よ
に
に
な

っ

て
考
え
て
い
き
ま
す
。
市

の
将
来
を
決

め
る
大
切
な
議
論
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

０

４
月
か
ら
５
回
に
わ
た
り
、
市
町
村

合
併
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
。

シ
リ
ー
ズ

「
み
ん
な
で
考
え
る
市

町
村
合
併
」
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
が
、

合
併
情
報

に

つ
い
て
は
随
時
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

螂ちくごH4al ω荘

資料 2

市町 i 寸名 人数 (人 ) 割合 (%)
20 4.0

期Π ,I 市 10 2.0
八 63 1 2.8

I 14 2.8
黒 木 町 20 4.0
上 陽 町 20 4.0
立 花 町 23 4.6

| 町 48 9.6
矢  詈| ;村 20 4.0
星 里 本寸 19 3.8
瀬 高 町 43 8.6
大 和 町 7 1.4
採 町 23 4.6
サII 8 1.6
町 5 1.0

城  崖 20 4.0
87 17.6

渚  町 48 9.6
498 100

≫レポジウム

市

で
は
、
合
併
問
題
に

つ
い
て
皆
さ
ん
と

い

っ
し

よ
に
な

っ
て
考
え
、
議
論

し
よ
う
と
、
次

の
日
程

で

「市
町
村
合
併
を
考
え
る
市
民

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を

開
き
ま
す
。
市

の
将
来
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
も
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
８
月
３‐

日
０
午
後

１
時
半
～

（開
場

日
午
後

１
時
～
）

【
と

こ
ろ
】
サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後
小
ホ
ー
ル

【
内
容
】

○

基
調
講
演

講
師

Ｈ
中
村
学
園
大
学
教
授

。
古
賀
公
治
さ
ん

０

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

パ
ネ
リ

ス
ト
＝
桑
野
市
長
、
古
賀
公
治
さ
ん
、
県
合
併
支
援
室
長

・
福
山
利
昭

さ
ん
、
ち

っ
ご

い
き
い
き
協
議
会

。
永
井
寛
さ
ん
、
市
民
代
表

・
下
坂
忠
久
さ
ん
、

市
民
代
表

・
古
川
孫

一
さ
ん

コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
Ｉ

Ｈ
西
日
本
新
聞
社
久
留
米
総
局
長

・
岩
尾
清
治
さ
ん

【
入
場
料
】
無
料

【
問
合

せ
】
企
画
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係

（
全
⑬

４
１
１
１
内
線

１
５
０
）

ヘ

"帝ヽ 、

▲基調請演講師 :中村学園
大学教授・古賀公治さん

t



●皆さんに
ヽ`

)

4

〕

●

・

住
基
ネ

ッ
ト
と
は
、

こ
れ
ま
で
各
市

町
村
が
管
理
し
て
い
た
住
民
基
本
台
帳

を
、
全
国
共
通

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
上

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
で
結
ぶ
シ
ス
テ
ム
の

こ
と
で
す
。
す

べ
て
の
住
民
票
に

コ
ー

ド
番
号

（住

民
票

コ
ー
ド
）

を

つ
け
、

氏
名

や
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
な
ど

の
情
報
に
限
り
、
国
や
ほ
か
の
自
治
休

と
や
り
と
り
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
皆

さ
ん
の
負
担

の
軽
減
と
住
民
サ
ー
ビ

ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

住
民
票
コ
ー
ド
の
送
付

住
基
ネ

ッ
ト
か
ら
皆
さ
ん

の
情
報
を

正
確
に
、
ま
た
確
実
に
引
き
出
す
た
め
、

す

べ
て
の
住
民
票
に
重
複

の
な
い
Ｈ
け

13

〕

た
の
不
規
則
な
数
字
が

つ
け
ら
れ
ま
す
。

市

で
は
、
住
民
票

コ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る

こ
の
数
字
を
、
８
月
上
旬
か
ら
９
月
上

旬
ま
で
に
皆
さ
ん

へ
郵
送

（配
達
記
録

郵
便
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
数

字
は
、
不
規
則
な
番
号

の
た
め
、
数
字

か
ら
住
所
や
生
年
月
日
な
ど
を
調

べ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
民
間
で

こ
の
数
字
を
利
用
す

る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
数
字
は
、

本
人

の
申
し
出
で
変
更
す

る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
数
字
を
指
定
す

る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
後
各
行
政
機
関

へ
の

申
請
や
届
け
出

の
と
き
に
住
民
票

コ
ー

ド
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の

で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
在

の
た
め
、
届
け
る
こ
と
が
で
き

な
か

っ
た
住
民
票

コ
ー
ド
は
、
筑
後
郵

便
局

（
盗
⑬

２
０
４
２
）
に
保
管
さ
れ
ま

す

の
で
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

個
人
情
報
の
保
護

皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
保
護
す

る
た

め
に
、
制
度
面

。
技
術
面

。
運
用
面
で

万
全

の
保
護
対
策
を
行

い
ま
す
。
ま
ず

制
度
面
で
は
、
住
基
ネ

ッ
ト
で
保
有
す

る
情
報

を
氏
名
、
生
年

月
日
、
性

別
、

住
所
、
住
民
票

コ
ー
ド
、

こ
れ
ら
の
変

更
情
報

の
６
項
目
に
法
律

で
限
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
情
報

の
利
用
に

つ
い
て

は
、
法
律

で
細
か
く
規
定
さ
れ
、
目
的

外
に
は
使
用
で
き
な

い
こ
と
に
な

っ
て

い
ま
す
。

〕

技
術
面
で
は
、
安
全
性

の
高

い
専
用

回
線

の
使
用
や
通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化

な
ど

の
方
法
で
、
外
部
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

か
ら

の
不
正
侵
入
や
情
報

の
漏
え
い
を

防
ざ
ま
す
。

運
用
面
で
は
、
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
職
員
に
安
全
確
保
と
秘
密
保
持
を
義

務
付
け
、
不
正
利
用
し
た
職
員
に
は
通

常
よ
り
重

い
罰
則
規
定
を
適
用
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
対

策
が
と
ら
れ
て
い
る
住
基
ネ

ッ
ト
。
今

後
市

で
は
、

シ
ス
テ
ム
の
安
全
を
守

る

た
め
に
、
個
人
情
報

の
保
護
や
ウ
イ
ル

ス
対
策
、
不
正
ア
ク
セ

ス
の
防
止
な
ど

に
最
大
限
の
注
意
を
払

っ
て
い
き
ま
す
。

日
問
合
せ

市
民
課
市
民
係

（
な
⑬

４
１
１
２
）
へ

8月 ん`ら

8月 5日から全国一斉に、住民基本台帳ネ

ットワークシステム (住基ネット)がスター

トします。市では、住基ネットの開始にとも

ない、各個人を識別するために必要な住民票

コードを、 8月上旬から各世帯ごとに郵送し

ます。

ト

●・・・

住基ネットのメリットは
● ●

住基ネットは、 8月 5日 に一部のシステム

がスター トするのを皮切りに、来年 8月 まで

にすべてのシステムが稼働する予定です。

0今年 8月 からの第 1次サービス
市などに申請や届け出を行う際には、住民

票の写しが必要な場合があります。住基ネッ

トが稼働することにより、住民票の写しを取

りに行く負担が軽くなります。また、常に最

新で正確な居住情報や生存情報が確認できる

ため、効率的な行政運営ができます。例えば、

恩給や児童扶養手当の支給、宅地建物取引業

などの免許や不動産鑑定士などの国家資格の

取得など、これまで必要だつた住民票の写し

が、順次不要になります。

0来年 8月 からの第 2次サービス (予定 )
現在住民票の写しは、住んでいる市区町村

でしか交付を受けられませんが、来年 8月 以

降は全国どこの市区町村でも交付を受けられ

るようになります。また、希望者を対象に発

行される「住民基本台帳カー ド」の交付を受

けることにより、引っ越しの際の手続きなど

が簡略化されます。例えば、ほかの市区町村

へ引っ越す場合、現在は転出証明書の交付を

受けたあとに、転入先の市区町村で転入届を

行う必要がありますが、このカー ドがあれば

転入先への提示だけで手続きが完了します。

※転出先には、一定の事項を書いた転出届を

郵送で行う必要があります。

府県

市町村

氏名・住所・

性別・生年月日

住民票コー ド・

これらの変更情報

のみを保有

住民基本台帳
ネットワークシステ

ど )
行政機関
地方公共団体な(国

法律上の根拠が必要
目的外利用の禁止 指定情報処理機関

姦

込轟熟5)庁ム幸限ちくごⅢ4al



情
報
公
開
制
度
と

個
人
情
報
保
護
制
度

市
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
や
こ
れ
か
ら
実
施
す
る
予
定
の
事
業
計
画
、

皆
さ
ん
の
生
活
に
関
連
す
る
こ
と
な
ど
、
市
は
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
持
っ
て
い
ま
す
。
市
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
た
く
さ
ん
の
人

に
利
用
し
て
も
ら
お
う
と

「情
報
公
開
制
度
」
を
つ
く
り
、
皆
さ
ん
の
知
る
権

利
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
情
報
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
最
大
限
に

守
ら
れ
、
正
し
く
取
り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
市
で
は

「個
人
情
報

保
護
制
度
」
を
つ
く
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
保
障
し
て
い
ま
す
。

○請求者

○請求者

O情報公開の状況

○個人情報公開の状況

情
報
公
開
制
度

「情
報
公
開
制
度
」
は
、
開
か
れ
た

市
政
運
営
と
市
民
参
加

の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
制
度

で
す
。
市
が
持

っ
て
い
る
情
報

（行
政
文
書
）
は
、
見

た
り
、
必
要
で
あ
れ
ば

写
し
を
と

っ
た

り
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
成
２
年
に
で
き
た
情
報
公
開
制
度

は
、
１０
年
以
上
が
経
過
し
た
た
め
、
市

は
こ
の
制
度
を
全
面
的
に
見
直
し
新
し

い
情
報

公
開
制
度

を

つ
く
り
ま
し
た
。

１０

月
１
日
か
ら
施
行
す

る
こ
の
新
し
い

情
報
公
開
制
度

で
は
、

「知
る
権
利

の

保
障
」
だ
け
で
な
く

「住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
果
た
す

こ
と
」
も
視
野
に

入
れ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
利
用
し
や
す

い
制
度
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
具
体

的
な
制
度

の
内
容
は
、
次

の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
現
在
、
情
報
開
示
請
求
を

す

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
市
内
に
住

ん
で
い
る
か
、
通
勤

・
通
学
し
て
い
る

人
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
新
制

度

で
は
、
だ
れ
も
が
開
示
を
請
求

で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す

【
開
示
を
行
う
機
関
】
市
が
管
理

・
運

営
す

る
す

べ
て
の
機
関

（市
長
、
教
育

委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員
会
、
公
平
委

員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
、
固

定
資
産

評
価
審
査
委

員
会
、
消
防
長
、

議
会
）
で
開
示
を
行

い
ま
す

【
開
示
対
象
と
な
る
情
報
】
現
在
、
開

示
で
き
る
情
報
は
文
書
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
新
制
度
で
は
、
録
音
テ
ー
プ
、

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
な
ど
も
開
示
の

対
象
に
な
り
ま
す

【
受
付
窓

口
】
情
報
を
も

つ
す

べ
て
の

課
【
請
求
方
法

】
開

示
請
求

の
方
法
は
、

各
課
に
あ
る

「開
示
請
求
書
」
に
住
所
、

氏
名
、
行
政
文
書

の
名
称
ま
た
は
内
容

開 示 請 求

開
示
請
求
者
需
民
な
じ

情
報
公
開
窓
□

区  分 人数

市   民 0

市内法人など 0

利害関係者 1

合 計 1

閲   覧 写しの交付

公 開 部分公開非公開 計 公 開 部分公開非公開 計

12年度 17 2 0 19 16 2 0 18

13年度 0 1 0 1 0 1 0 1

区  分 人数

市   民 1

市内法人など 0

利害関係者 0

合 計 1

閲   覧 写しの交付

公 開 部分公開非公開 計 公 開 部分公開非公開 計
12年度 2 0 0 2 2 0 0 2

13年度 1 0 0 1 0 0 0 0

庁ム幸限ちくごH4a10荘



●

1み

)

S

を
書

い
て
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
開
示

で
き
る
情
報
で
あ
れ
ば
す
ぐ

に
開
示
し

ま
す
が
、
開
示
で
き
な

い
情
報
が
含
ま

れ
て
い
る
と
き
は
、
請
求
が
あ

っ
た
日

か
ら
１５

日
以
内
に
開
示
で
き
る
か
ど
う

か
を
決
定
し
ま
す

【
開
示
で
き
な

い
情
報
】
次

の
よ
う
な

情
報
に

つ
い
て
は
、
開
示
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん

０
個
人
が
特
定
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
情

報０

正
当
な
利
益
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る

法
人
情
報

０
審
議
や
検
討
、
協
議

の
必
要
が
あ
る

情
報
で
、
開
示
す

る
こ
と
で
中
立
性
が

損
な
わ
れ
た
り
、
特
定

の
人
に
不
当
な

利
益
や
不
利
益
を
与
え
た
り
す

る
恐
れ

が
あ
る
情
報

０
市
が
行
う
事
業

に
支
障
を
与
え
る
恐

れ
が
あ
る
情
報

０
人
命

や
公
共
秩
序

の
維
持
に
支
障
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
情
報

０
法
令

な
ど

で
開
示
す
る
こ
と
が
で
き

な

い
情
報

０

開
示
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
、
市

ヘ

提
供
さ
れ
た
情
報

０
社
会
的
差
別
に

つ
な
が
る
情
報

【
開
示
費
用
】
現
在
、
開
示
手
数
料
は

１
件
に

つ
き
２
０
０
円
で
す
が
、
新
制

度
で
は
、
無
料
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し

ё

情
報

の
写
し
が
必
要
な
と
き
は
、
次

の

費
用
が
か
か
り
ま
す

０

コ
ピ
Ｉ
Ｈ
ｌ
枚
に

つ
き
Ю

円

０
カ
ラ
ー

コ
ピ
Ｉ
Ｈ
ｌ
枚
に

つ
き
５。

円

０

フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
Ｈ
ｌ
枚
に

つ

き
５０

円

【
不
服
申
立
て
】
情
報
が
開
示
さ
れ
な

い
な
ど
、
開
示

・
非
開
示
の
決
定
に
不

服
が
あ
る
と
き
は
、
不
服
申
立

て
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
請
求
者
か
ら

の

不
服
申
立

て
を
受
け
た
各
機
関
は
、
有

識
者
ら
で
構
成
す

る

「筑
後
市
情
報
公

開
審
査
会
」
に
は
か
り
、
不
服
申
立

て

が
あ

っ
た
日
か
ら
９。

日
以
内
に
開
示
か

非
開
示
か
の
決
定
を
し
ま
す

個
人
情
報
保
護
制
度

「個
人
情
報
保
護
制
度
」
は
、
皆
さ

ん
の
プ

ラ
イ
バ

シ
ー
を
保
護
し
、
信
頼

さ
れ
る
市
政
を
進
め
て
い
く
た
め
の
制

度
で
す
。
市
が
持

っ
て
い
る
自
分

の
情

報
を
見
た
り
、
写
し
を
と

っ
た
り
、
誤

り
が
あ
れ
ば

正
し
た
り
す

る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
自
分

の
情
報

を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

【
受
付
窓

口
】
情
報
を
持

つ
す

べ
て
の

課

必́

おヽ

【
請
求
方
法
】
個
人
情
報
を
見
た
い
と

き
は
、
各
課
に
あ
る

「個
人
情
報
開
示

請
求
書
」
に
必
要
事
項
を
書

い
て
請
求

し
て
く
だ
さ
い

【
閲
覧
費
用
】
無
料
で
す
が
、
写
し
が

必
要
な
と
き
は
、

コ
ピ
ー
代
な
ど

の
費

用
が
か
か
り
ま
す

※

「情
報
公
開
制
度
」
と
同
じ
よ
う
に
、

市
が
あ
な
た
の
情
報
を
見
せ
ら
れ
な
い

と
判
断
し
た

こ
と
に
対
し
て
不
服
が
あ

る
場
合
は
、
不
服
申
立

て
を
す

る
こ
と

が
で
き
ま
す

日
問
合
せ

総
務
課
庶
務
法
制
係

（
奮
⑬

４
１
１

１
内
線

１
３
１
）

ヘ

九州新幹線
建   の状況
ノガ  翻  田色饉 |

鐘     ,せ
九州新幹線鹿児島ルー ト博多一船小屋間の建設

業務状況と今後の予定についてお知らせします。

昨年 7月 、中心測量や地質調査などを開始する

にあたり、 」R鹿児島本線沿線の行政区の皆さん
に集まっていただき、地元説明会を開催しました。

その後、皆様のご理解とご協力でそれらの作業を

無事に終了しました。現在、新しい地形図をもと

に設計協議用図書の作成や構造物設計などの作業

を進めています。

昨年の地元説明会では「構造物及び用地測量説

明会」を早ければ今年の 5月 ごろに開催したいと

説明していましたが、関係機関との調整に時間が

かかり遅れています。地元の皆様には、大変心配

をおかけしていますが、今後次の日程で「構造物

及び用地測量説明会」を進めていきますので、ご

協力をお願いします。

0西牟田・蔵数地区説明会 8月 下旬

0その他の沿線地区説明会 10月 ～11月

※説明会の日程は、関係者へ後日案内します。ま

た説明会終了後に、地権者やその隣接者などの立

ち会いのもとで用地測量を行い、順次「用地協議」

を行っていきます。西牟田・蔵数地区については

今年度に、その他の地区については来年度に行う

予定です

日問合せ

日本鉄道建設公団九州新幹線建設局工事第九課

(盗 092-283-9800)ヘ

(1ミこと
＜
昨
年
開
か
れ
た
地
元
説
明
会
の
様
子貨
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８
月
か
ら

児
童
扶
養
手
当
制
度
が
改
正
に

児
童
扶
養
手
当
制
度

で
母
子
家
庭
な

ど
に
支
給
さ
れ
る
手
当
額
は
、

こ
れ
ま

で
所
得
に
応
じ
て
月
額

４
万
２
、
３
７

０
円

（
全
部
支
給
）

と
月
額

２
万
８
、

３
５
０
円

（
一
部
支
給
）

の
２
種
類
に

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
母
と

子
ど
も
１
人
の
母
子
家
庭

の
場
合
、
所

得
額
が
２
０
４
万
８
、

０
０
０
円
未
満

な
ら
ば

「全
部
支
給
」
、
所
得
額
が
２

０
４
万
８
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
以
上
３
０
０
万

円
未
満
な
ら
ば

「
一
部
支
給
」
と
な

っ

て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
所
得
制
限
限

度
額

の
区
分
が
２

つ
し
か
な
か

っ
た
た

め
、
場
合
に
よ

っ
て
は
、
収
入
額
が
増

え
て
も
収
入
額
と
手
当
額

の
合
計
額
は

減

っ
て
し
ま
う
、
と
い

っ
た
逆
転
現
象

が
起
き
て
い
ま
し
た
。

所
得
制
限
限
度
額

の
変
更
と

手
当
額

の
見
直
し

今

回
の
改
正
で
は

「全
部
支
給
」
ま

た
は

「
一
部
支
給
」
を
決
定
づ
け
る
所

得
制
限
限
度
額
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、

手
当
額
を
収
入
額
に
応
じ
て
き
め
細
か

く
設
定
す

る
こ
と
で
、

こ
れ
ま
で
の
逆

転
現
象
を
解
消
し
、
収
入
額
と
手
当
額

の
合
計
額
が
な
だ

ら
か
に
増
え
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す

（資
料
１
）
。

母
と
子
ど
も
１
人

の
母
子
家
庭

の
例

で
も
う

一
度
見

て
み
る
と
、
新
制
度

の

場
合
、
収
入
額
が
１
３
０
万
円
未
満
な

ら
ば

「全
部
支
給
」
と
な
り
月
額
４
万

２
、

３
７
０
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
収
入
額
が
１
３
０
万
円
以
上
３
６

５
万
円
未
満
な
ら
ば

「
一
部
支
給
」
と

な
り
、
４
万
２
、
３
６
０
円
か
ら
１
万

円
ま
で
、
所
得
に
応
じ
て
１０

円
刻

み
の

額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「全
部
支
給
」
と

「
一
部
支
給
」
を

分
け
る
所
得
制
限
限
度
額
は
、
扶
養
す

る
親
族

の
数
な
ど
に
よ

っ
て
変
わ
り
ま

す
。
収
入
額
か
ら
給
与
所
得
控
除
な
ど

を
差
し
引
き
、
養
育
費

の
８
割

の
額
を

加
え
た
額
と
、
所
得
制
限
限
度
額
と
を

比
較
し
て

「全
部
支
給
」
か

「
一
部
支

給
」
か
を
決
め
ま
す

（資
料
２
）

の
で
、

詳
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、

２
人
目
の
子
ど
も
を
扶
養
し

て
い
る
人
を
対
象
に
、
支
給
額
に
加
算

さ
れ

て
い
た
月
額

５
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
と
、

３
人
目
以
降
加
算
さ
れ
る
月
額

３
、
Ｏ

０
０
円

の
加
算

（
１
人
あ

た
り
）

は
、

改
正
後
も

こ
れ
ま
で
ど
お
り
加
算
さ
れ

ま
す
。

所
得
の
範
囲
の
見
直
し

今

回
の
改
正
で
は
、
所
得
制
限
限
度

額

の
基
礎
と
な
る

「所
得
」

の
範
囲
が

見
直
さ
れ
ま
し
た
。
児
童
扶
養
手
当
を

請
求
す

る
人
が
母
親

の
場
合
、
新
制
度

で
は
養
育
費

の
８
割
が

「所
得
」
と
し

て
み
な
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で

ム
，
ヤ

母
子
家
庭
な
ど
を
対
象
に
し
た
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
、
８
月
か
ら
改
正
に

な
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
は
、
母
子
家
庭
な
ど

の
自
立
意
欲
を
さ
ら
に
高
め

る
こ
と
と
、
安
定
し
た
制
度
運
営
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
事
務
は
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
が
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、

改
正
後
は
市
町
村
で
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

児童扶養手当の給付水準 僻と子ども1人の世帯)岳割■

350

300

250

200

150

100

50

0

月額42,370円

130         200      250

総 収 入 (就労等収入と手当の合計額)

就 労等 収 入

月額 1万円
(年間12万円)

377万

280万 円

322万

300

手当

就労等収八   |

238万
(年間約51万 円)

181万

365

就労等収入
(万円)
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所得額 (年額 ) 手当額(月額)

57万 円 42,360円

100万 円 34,320円

130万 円 28,710円

160万 円 23,090円

190万 円 17,480円

220万円 11,870円

収
入
額
か
ら
差
し
引

い
て
計
算
し
て
い

た

「寡

婦
控
除

」

「寡
婦
特
別
加
算

」

な
ど
は
、
差
し
引
か
な
い
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

な
お
請
求
す

る
人
が
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
て
い
る
場
合
、
今

回
の
改
正

で
、
収
入
額
か
ら
控
除
で
き
る
額
が
３５

万
円
か
ら
４０

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し

た
。

児
童
扶
養
手
当
の
支
給

児
童
扶
養
手
当

の
支
給
は
、

こ
れ
ま

で
同
様
、

４
カ
月
分
を
ま
と
め
て
行

い

ま
す

の
で
、
改
正
後

の
３
月
分
か
ら
Ｈ

)

月
分
ま
で
の
新
し
い
手
当
は
、

１２

月
に

支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
今
回
の
改
正
に
よ

っ
て
、
毎
年

行

っ
て
い
る

「現
況
届
」
な
ど

の
記
入

内
容
が
変
更
に
な

っ
た
り
、
生
計
に

つ

い
て
の
申
告
書
や
養
育
費
に

つ
い
て
の

申
告
書

の
提
出
な
ど
を
お
願

い
し
た
り

す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

特
例
児
童
扶
養
資
金

今
回
の
改
正
に
よ
る
生
活

へ
の
影
響

を
考
え
、
県
な
ど

で
行

っ
て
い
る
母
子

福
祉
貸
付
金
に
、
新
た
に

「特
例
児
童

扶
養
資
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ

の

「特
例
児
童
扶
養
資
金
」
は
、
改
正

後

の
金
額
が
７
月
ま
で
に
受
け
取

っ
て

い
た
金
額
よ
り
も
少
な

い
人
を
対
象
に

し
た
制
度

で
、
そ
の
差
額
分
を
限
度
に

５
年
間

の
貸
付

（無
利
子
）
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
返
済
は
、
貸
付
が

終
了
し
た
１
年
後
に
始
ま
り
、
そ
の
後

１０
年
以
内
に
返
済
し
て
い
た
だ
く

こ
と

に
な
り
ま
す
。

今

回
の
制
度
改
正
で
資
金
が
必
要
と

な
る
場
合
は
、
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は

母
子
相
談
員

へ
相
談
し
て
く
だ

さ

い
。

囲
問
合
せ

市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

（
ａ
⑬

４
１
１
１
内
線
２
２
３
）

ヘ

平成14年度所得制限限度額
盟

※写真と本文は関係ありません

母と子ども 1人の手当額例   s

(■

●手当額について、詳しくは

市福祉事務所ヘ

●8月 は現況届の月です。現

況届が必要な人には郵送で

知らせますので手続きをし

てください

)

お

扶養親族

等 の数

本  人 孤児等の養育者

配偶者、扶養義

務者の所得制限

限度額

全部支給

の所得制

限限度額

一部支給

の所得制

限限度額

0人

1人

2人

3人

4人

5人

万円

19

57

95

133

171

209

万円

192

230

268

306

344

382

万円

236

274

312

350

388

426

６
月
３０

日
に
告
示
さ
れ
た
農
業
委
員
会

一
般
選
挙

で
、

１５
人

の
候
補
者
が
無

投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
は
、
農
地

の
権
利
設
定
や
移
転

・
転
用

の
許
認
可
な
ど
を
協
議

す

る
機
関
で
、

１５

人

の

一
般
委
員
と
、
学
識
経
験
者
と
し
て
関
係
団
條
か
ら
推

薦
さ
れ
た
７
人

の
、
合
わ
せ
て
２２
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
任
期
は
、
平
成

１７
年

７
月
１９

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

ま
た
今

回
、

２
人

の
女
性
が
推
薦
さ
れ
、
市

で
初
め
て
の
女
性
委
員
が
誕
生

し
ま
し
た
。

日
公
選

（◎
は
会
長
、
○
は
副
会
長
、
順
不
同
、
敬
称
略
）

◎

田
島
照
臣

（野
中
、

５７
歳
）
○
井
上
清

（
四
ケ
所
、
６４
歳
）
○
山

口
三
樹

雄

（久
恵
、
６４
歳
）
城
戸
幸
治

（羽
犬
塚
、
６。
歳
）
大
崎
修
平

（赤
坂
、
６５
歳
）

渡
遷
誠

二

（長
浜
、

４９
歳
）
成
清
辰
樹

（蔵
数
、
６．
歳
）
村
上
智
章

（津
島
東
、

６２
歳
）
田
中
稔

（新
溝
、
５４
歳
）
蘊
野
洋
己

（野
町
、
６６
歳
）
吉

田
廣
光

（古

島
、
９

歳
）
徳
永

一
也

（富
重
、

わ

歳
）
中
富
有
勝

（井

田
下
、
６６
歳
）
森

田

英
明

（中
折
地
、

６８
歳
）
下
川
清
澄

（馬

々
田
南
、
６６
歳
）

囲
推
薦

（順
不
同
、
敬
称
略
）

角
智
文

（農
協
理
事
）
田
川

一
幸

（共
済
理
事
）
角
千
月
子

（学
識
、　
一
般
）

近
藤

フ
タ
ヱ

（学
識
、　
一
般
）
平
井
勝
行

（学
識
、
市
議
会
）
原

口
英
喜

（学
識
、

市
議
会
）

田
中

正
助

（学
識
、
市
議
会
）

囲
問
合
せ

市
選
挙
管
理
委
員
会

（
盗
⑬

４
１
１
１
内
線

１
３
０
）
農
業
委
員
会
庶
務
係

（
全
０

４
１
１
１
内
線

３
２
１
）

へ

▲ 7月 9日 にあつた当選証書付与式

農業委員会委員が

決まる

初めての女
j性
委員も誕生

゛
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S

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来

万
全
の
備
え
と
対
策
を

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
合
風
が

日
本
に
接
近
し
た
り
通
過
し
た
り
す
る

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
台
風
特
有
の

強
風
や
大
雨
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を

引
き
起
こ
し
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
気

象
情
報
に
十
分
注
意
し
、
台
風
に
備
え

早
め
に
対
策
を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

わ
が
家
の
強
風
対
策

台
風
が
近
づ

い
て
き
て
か
ら

の
家
屋

の
補
修
は
、
強

い
風
で
さ
ま
ざ
ま
な
物

が
飛
ん
で
き
た
り
、
倒
れ
た
り
し
て
非

常
に
危
険
で
す
。

い

つ
台
風
が
や

っ
て

来

て
も
い
い
よ
う
に
、
屋
根
や
壁
、
ブ

ロ
ッ
ク
塀
な
ど
、
家
屋
の
弱
い
部
分
や

周
囲

の
状
況
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
チ

ェ

ッ
ク
し
、
対
策
を
立

て
て
お
き
ま
し

よ

う

（資
料

１
）
。

ま
た
、
台
風
の
通
過
直
後

の
補
修
に

も
注
意
が
必
要
で
す
。
台
風

の
影
響
範

７３
年

資料 1

屋 根
0瓦のひび割イl・ ズレ‐

はがイXはないか
0トタンのめくれ,はが
イRはないか

ベランダ
●鉢植えや物千しざおオJど飛散

の危険が高いものは室内ヘ

雨どい。雨戸
●雨どいに落ち葉や土砂

が詰まっていないか。

継ぎ目のはすれや塗装

の1よがイ1、 腐り1まない

か

0雨戸にガタツキやゆる
みはないか

外 壁
0モルタルの壁に亀裂は
ないか

0板壁に腐りや浮きはな
いか

0ブロバンガスのボンベ
は固定されているか

ブロック塀
●ひび割れや破損した

所はないか

窓ガラス
●ひび割れ、窓枠のガタツキはな

いか。また強風による飛来物な

どに備えて、外側から板て131さ

ぐなどの処置を

わが家の強固文」策

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
声

介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

市

で
は
、
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
同
協
議
会
は
、
学

識
経
験
者
や
介
護
保
険
施
設

の
代
表
者
、
介
護
保
険
被
保
険
者
な
ど
９
人
で
構

成
さ
れ
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
行
管
理
や
介
護
保
険
料
に
関
す

る
こ
と
な

ど
、
市

の
介
護
保
険
制
度
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
や
研
究
を
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
介
護
保
険
制
度
に

つ
い
て
市
に
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
く
れ
る

一
般
委

員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
１
人

【
対
象
】
市
内
に
住
ん
で
い
る
４。
歳
以
上

の
人

【
任
期
】
９
月
２６

日
か
ら
平
成
１６
年
９
月
２５

日
ま
で
の
２
年
間

【会
議
】
年
４
回
程
度

【
報
酬
】
会
議

１
回
に

つ
き
４
、

５
０
０
円

【
申
込
み

・
問
合
せ
】
写
真
を
貼

っ
た
履
歴
書
に

「高
齢
社
会
に

つ
い
て
」
を

テ
ー

マ
に
し
た
作
文

（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
上
）
を
添
え
て
、
８

月
３０
日
⑥
ま
で

（消
印
有
効
）
に
健
康
課
介
護
保
険
係

（〒
８３３

‐
８
６
０
１

（住

所
不
要
〉

盗
０

４
１
１
５
）

へ
郵
送

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

螂ちくご出4よ 1“0闇



囲
は
非
常
に
広
範
囲
で
、
中
心
が
過
ぎ

去

っ
た
と
安
心
し
、
屋
外

で
補
修
作
業

を
始
め
た
と
た
ん
、
吹
き
返
し
の
風
に

あ
お
ら
れ
て
転
落
す

る
と
い

っ
た
事
故

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
台
風
に
よ

っ

て
被
害
を
受
け
た
所
を
補
修
す

る
と
き

は
、
気
象
情
報
に
注
意
し
十
分
な
安
全

が
確
認
さ
れ
て
か
ら
作
業
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

台
風
が近
づ
い
た
ら

台
風
が
近
づ

い
て
い
る
と
き
は
、

テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
台
風
情
報
に
注
意
し
、

む
や
み
に
外
出
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
思
わ
ぬ
停
電
や
断
水
に

囲
問
合
せ
　
市
消
防
本
部
警
防
課
警
備

係

公

⑫
２
０
２
０
）

へ

古川小学校区

出前市長室

台
風

の
接
近

の
た
め
、
延
期
し
た
古

川
小
学
校
区

「出
前
市
長
室
」
を
次

の

日
程

で
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん

の
参
加
を
待

っ
て
い
ま
す
。

【
と
き
】
９
月
３
日
∩
午
後

７
時
半
～

９
時
半

【
と

こ
ろ
】
古
川
小
学
校
林
育
館

【
問
合
せ
】
市
企
画
課
企
画
広
報
係

（
ａ

①
４
１
１
１
内
線

１
５
０
）

ヘ

自主避難場所一覧表

0

う

●

‐
|

則

)

も
対
処

で
き
る
よ
う
に
、
懐
中
電
灯
や

携
帯

ラ
ジ
オ
、
飲
料
水
、
生
活
用
水
な

ど
を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ふ
ろ

の
水
を
抜
か
ず

に
残
し
て
お
く
と
安
心

で
す
。
十
分
な
備
え
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

い
ざ
と

い
う
と
き
に
慌

て
な
い
た
め

に
、
避
難
場
所
や
避
難

コ
ー

ス
、
避
難

の
際

の
役
割
分
担
、
離
れ
た
と
き
の
連

絡
方
法
な
ど
を
、
あ
ら
か
じ
め
家
族
で

話

し
合

っ
て
お
く

こ
と
も
重

要

で
す
。

台
風
が
接
近
し
た
ら
身
軽
な
服
装
に
着

替

え
、
非
常
持

ち
出

し
袋

（資
料

２
）

を
用
意
し
、

い
つ
で
も
避
難

で
き
る
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
避
難
す

る

と
き
は
、
ガ

ス
の
元
栓
や
電
源
を
必
ず

切

っ
て
避
雛
す

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

船
小
屋
温
泉

の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
、
昭
和
４
年

の
建
設
以
来
、
７３
年
間
地
域

の
発
展
を
支
え
て
き
た

「船
小
屋
橋
」
と

「中
ノ
島
橋
」
が
、
新
し
く

「船
小

屋
温
泉
大
橋
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備

局
福
岡
国
道
事
務
所
で
は

「船
小
屋
温
泉
大
橋
」

の
開
通
を
記
念
し
、
次

の
日

程

で
開
通
式
を
行

い
ま
す
。

こ
の
歴
史
的
な
瞬
間
に
、
皆
さ
ん
も
立
ち
会

っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
と
き
】
８
月
Ｈ
日
０
、
年
後
１
時
～

【
と

こ
ろ
】
中

ノ
島
公
園
、
船
小
屋
温
泉
大
橋

【
内
容
】
式
典
、

テ
ー
プ
カ

ッ
ト
、
親
子
三
代
渡
り
初
め
、
く
す
玉
割
り
、
パ

レ
ー
ド

※

一
般

の
人
も
渡
り
初
め
が
で
き
ま
す

【
問
合
せ
】
同
省
福
岡
国
道
事
務
所

（
ａ
０
９
２

・
６
８
１

・
４
７
３
１
）

ヘ

※
草
が
船
小
屋
温
泉
大
橋
を
通
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
年
後

４
時
か
ら

で
す

洪水などの自然災害により危険が

迫つた場合、市ではサイレンを使っ

て皆さんに知らせるとともに市内H
力所に自主避難所を開設します。自

主避難所の開設は、各行政区長を通

じて連絡するほか、広報車が市内を

回り呼びかけます。

市が指定する自主避難所は、次の

各公共施設です。

0松原小学校 (奮 53-2264)
0古川小学校 (奮 53-3517)
0古島小学校 (盗 52-2616)
0三川小学校 (a52-2617)
0西牟田小学校 (a53-3674)
0筑後北小学校 (a52-2468)
0水田小学校 (a53-2615)
0筑後小学校 (奮 53-2673)
0羽犬塚小学校 (盗 52-4138)
0総合福祉センター

(a52-3969)
0サンコア  い 53-2516)

―ジ

原爆パネル
原
爆
被
害
者

の
会

で
は
、
市

の
平
和

事
業

に
合
わ

せ
て

「
原
爆

パ
ネ

ル
展
」

を
開
き
ま
す
。

【
と
き
】
８
月
９
日
④
～
１５

日
い

の
午

前
８
時
半
～
午
後

１０
時

【
と

こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
ー
階

ロ
ビ
ー

囲
問
合
せ

市
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ

係

（
金
０

４
１
１
１
内
線
４
３
２
）

ヘ

0毛布や寝袋
など

0衣類
雨具やタオル
も用意

0ヘルメット
(防災ずきん)

０
貴
重
品
。
現
金

電
話
用
に
Ю
円
玉

0懐中電灯

0ラジオ
予備の電池も
忘れずに

0欲料水(水筒)
2～ 3日分の
水を用意

ター
ク

0マッチ イ

ツ

ラ

ウ

ヽ

口

］

0食料品
賞味期限切れ
に注意

「rェF
B

B
く

E日 日
l   a

B
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▲昨年のちっごダンスリーグ

(｀ きとヽき工つ5壱一第2話

私たちの力で

きれいな川に

07月 17日 、油流出事故のため、松永川に
オイルフェンスが張られました

第
33
ロ

ち
9
ご
泰

人事異動

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

０

●

「第
２
回
ち
っ
ご
ヴ
ン
ス
リ
ー
グ
」
、

「市
風
総
踊
り
」出
場
者
嘉
簾

ち

っ
ご
祭
実
行
委
員
会
で
は
、
９
月
１４
日
ω

に
山
ノ
井
川
河
畔
シ
ン
ボ
ル
ロ

ー
ド
周
辺

（サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
南
側
）
で
開
く

「第
３３
回
ち

っ
ご
祭
」
の
メ
ー

ン
イ

ベ
ン
ト

「第
２
回
ち

っ
ご
ダ

ン
ス
リ
ー
グ
」
と
、
祭
り
の
最
後
を
締
め
く

く
る

「市
民
総
踊
り
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

!■ Ⅲ
鞠

第
２
回
ち
っ
ご

ヴ
ン
ス
リ
ー
グ

ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
し
て
昨
年
か

ら
始
ま

っ
た

「ち

っ
ご
ダ

ン
ス
リ
ー
グ
」

は
、
今
年
も
ち

っ
ご
祭

の
目
玉
イ
ベ
ン

ト

で
す
。
昔

な
が
ら

の

「
筑
後
音
頭
」

や
、
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た

「ち

つ

ご
お
ん
ど
」
を
使

い
、
参
加
者
た
ち
が

華
麗
な
ダ

ン
ス
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
今

年
は
、
昨
年
ま
で
の
ア
レ
ン
ジ
版

「ち

っ
ご
お
ん
ど
」
に
、
よ
さ

こ
い
ソ
ー
ラ

ン
踊
り
に
も
ひ
け
を
と
ら
な
い
新
曲
を

加
え
、
よ
り
迫
力

の
あ
る
ダ

ン
ス
コ
ン

テ
ス
ト
を
目
指
し
ま
す
。

【
募
集
部
門
】

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
部
門
＝

華
麗
な
衣
装
や
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
、
迫

力
あ
る
ダ

ン
ス
を
披
露
し
て
く
れ
る
ダ

ン
ス
テ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

▼

一
般
部

門
Ｈ
ダ

ン
ス
に
は
あ
ま
り
自
信
が
な
い

け
れ
ど
参
加
し
て
楽
し
み
た
い
、
と
い

市

で
は
、

８
月
１
日

付

で
人
事
異
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

（係
長

・
主
査

以
上
を

掲
載
し

て
い
ま
す
。
カ

ッ
コ
内
は
元
の
職
場
）

０

筑
後
市

・
市
教
育
委
員
会

日
係
長
職

▼
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
＝
木

本
吉
彦

（農
政
課
農
政
係
長
）

▼
農
政

課
農
政
係
長
Ｈ
高
井
良
清
美

（同
和
教

育
課
同
和
教
育
係
長
兼
同
和
対
策
室
同

和
対
策
係
長
）

▼
同
和
教
育
課
同
和
教

育
係
長
兼
同
和
対
策
室
同
和
対
策
係
長

＝
野
田
順

二

（土
木
課
管
理
係
長
）

▼

土
木
課
管
理
係
長
Ｈ
富
永
繁
喜

（都
市

対
策
課
主
査
）

▼
都
市
対
策
課
主
査

Ｈ

蓑
毛
慎

一

（健
康
課
主
査
）

▼
市
民
課

主
査

Ｈ
野

口
順
子

（農
業
委
員
会
事
務

局
主
査
）
▼
企
画
課
主
査
Ｈ
下
川
尚
彦

（市
立
病
院
総
務
課
）

０
筑
後
市
立
病
院

▼
地
域
医
療
支
援
室
長
Ｈ
乗
富
里
美

会有

護
師
室
東
４
階
病
棟
主
任
）
▼
看
護
師

室
東
４
階
病
棟
主
任
Ｈ
古
川
千
代
子

（看

護
師
室
）
▼
消
化
器
科
医
長
＝
小
野
典

之

（消
化
器
科
医
長
兼
中
央
検
査
科
医

長

・
４
月
１
日
付
）
▼
中
央
検
査
科
医

長
Ｈ
佐
島
秀

一

（医
師

。
４
月
１
日
付
）

▼
内
分
泌
代
謝
科
医
長
Ｈ
古
賀
康
八
郎

（６
月
３
日
）

囲
退
職

▼
中
山
ひ
と
み

（医
師

・
６
月
２
日
付
）

▼
秋
田
幸
大

（医
師

・
７
月
３‐
日
付
）

０
市
消
防
本
部

日
部
長
職

▼
消
防
長
職
務
代
理
兼
次
長
兼
予
防
課

長
兼
消
防
署
長
職
務
代
理
Ｈ
松
藤
元

（次

長
兼
予
防
課
長

・
５
月
１
日
付
）

庁ム報ちくごⅢ4al(12)Ш



芍

)

う
ダ

ン
ス
テ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

▼
子

ど
も
部
門
Ｈ
全
員
が
中
学
生
以
下

の
ダ

ン
ス
テ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す

※
ち

っ
ご
祭
事
務
局
、
サ
ン

コ
ア
、
サ

ザ

ン
ク
ス
筑
後
、
行
政
区
長
宅

で
ア
レ

ン
ジ
版

「ち

っ
ご
お
ん
ど
」

の
見
本
ビ

デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ

を
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す

【
募
集
チ
ー
ム
数
】
各
部
門
と
も
先
着

‐５
チ
‐
ム
に
な
り
次
第
締
め
切
り

※
１
テ
ー
ム
は
、
２
～
３０

人
で
編
成

【
賞
】

▼
ス
ペ
シ
ャ
ル
部
門
Ｈ
優
勝
３０

万
円
、
参
加
賞

１
万
円

（予
選
通
過
チ

ー
ム
に
は
５
万
円
）

▼

一
般
部
門
Ｈ
優

勝

１０

万
円
、
準
優
勝
８
万
円
、

３
位
６

万
円
、
参
加
賞

１
万
円

（予
選
通
過
チ

ー
ム
に
は
２
万
円
）
▼
子
ど
も
部
門
Ｈ

優
勝
に
は
３
万
円
相
当

の
賞
品
と
参
加

賞

ｌ
万
円
、
準
優
勝
に
は
２
万
円
相
当

の
賞
品
と
参
加
賞
１
万
円
、
３
位
に
は

１
万
円
相
当
の
賞
品
と
参
加
賞
１
万
円
、

参
加
賞
１
万
円

【
申
込
み

・
問
合
せ
】
ち

っ
ご
祭
事
務

局

（市
商
工
観
光
課
内
ａ
０
４
１
１
１

内
線
２
１
１
）

ヘ

市
風
総
踊
り

ち

っ
ご
祭

の
最
後
に
参
加
者
全
員
で

「筑
後
音
頭
」
を
踊
る

「市
民
総
踊
り
」
。

今
年
は
、

ア
レ
ン
ジ
版

「ち

っ
ご
お
ん

ど
」
を
新
た
に
加
え
、
祭
り
の
最
後
を

盛
り
上
げ

ま
す
。
新
し
く
な

っ
た

「市

民
総
踊
り
」
に
、
皆
さ
ん
も
個
人
や
団

体

で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
申
込
み

・
問
合
せ
】
市
中
央
公
民
館

ａ

⑬
２
５
１
＆

ヘ

「ち
っ
ご
お
ん
ど
」語
習
会

ち

っ
ご
祭
実
行
委
員
会

で
は

「ち

っ

ご
ダ

ン
ス
リ
ー
グ
」
や

「市
民
総
踊
り
」

に
参
加
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、

「ち

っ
ご

お

ん
ど

」
講
習
会

（
入
場
祟
料

）

を
開
き
ま
す
。
講
習
会

で
は
、
イ
ン
ス

ト

ラ
ク
タ
ー
が
、

正
調

「
筑
後
音

頭
」

を
は
じ
め
、
今
年

の
新
作
ア
レ
ン
ジ
版

「ち

っ
ご
お
ん
ど
」

の
見
本
ダ

ン
ス
を

披
露
し
、
わ
か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
待

っ
て
い
ま
す
。

【
と
き
】
８
月
１２

日
⑪
午
後

７
時
～

【
と

こ
ろ
】
サ
ン
コ
ア
３
階
軽
運
動
室

【
問
合
せ
】
ち

っ
ご
祭
事
務
局

（市
商

工
観
光
課
内

奮
⑬

４
１
１
１
内
線

２
１

１
）

へ

イ

ヽ

の

うを

戦争や原爆で亡くなられた人たち

のめい福と、世界の恒久平和を祈り、

市では原爆投下時刻と終戦記念日の

正午にサイレンを鳴らし、 1分間の

黙とうを呼びかけます。

皆さんも、それぞれの職場や家庭

などで黙とうを捧げましょう。

0広島市原爆投下時刻
8月 6日 Ok)8:15

0長崎市原爆投下時刻
8月 9日 (金 )11:02

0終戦記念日
8月 15日 (木)12:00

生
活
雑
排
水
未
処
理

生
活
雑
排
水
処
理

く

み

取

り

便

所

水洗便所

単
独
処
理
浄
化
槽

合
併
処
理
浄
化
槽

下
　
　
水
　
　
道

４７

％

３０

％

２３

％

０

％

a
筑
後
市
の
生
活
排
水
処
理
普
及
率
内
訳

（平
成
１３
年
度
末
現
と

平
成

１２

年
、
歴
史
的
な
ノ
リ

の
凶
作

に
よ
り
深
刻
な
打
撃

を
受
け
た
有
明
海

の
ノ
リ

の
養
殖
。

そ

の
原

因
は
諌

早
湾

千
拓
事
業

で
は
な

い
か
と
注
目
が
集

ま

り
ま
し
た
が
、
私

た
ち

の
家
庭
か
ら
出

る
生
活
排
水
も
、
少
な
か
ら
ず

影
響
を

与
え

て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
矢
部

川
や
山

の
井

川
、
花
宗
川

な
ど
市
内

を
流
れ
る
主
な
川
は
、
有
明
海

に
注

い
で
い
ま
す
。
家
庭

（台
所

や

洗

濯
機
、
ふ
ろ
な
ど
）
か
ら
川

へ
流
さ
れ
る
生
活
排
水

の
中

に
は
、
多
く

の
リ

ン
や
窒
素

（栄
養
塩
）
が
含

ま
れ

て
い
ま
す
。

通
常

こ
れ
ら

の
栄
養
塩

は
、

川

な
ど

で
浄
化
さ
れ
た
あ
と
、
海
に
注
ぎ
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
栄
養
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
量

の
栄
養
塩

が
海

に
流
れ
込
む
と
、
海

は
赤
潮

が
発
生
し
や
す

い

富
栄
養
化
と
呼
ば

れ

る
状
態

に
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
物

に
悪
影
響
を
与
え
る

の
で
す
。

平
成

１３

年
度
末
現
在

の
市

の
生
活
排
水
処
理
普
及
率
内
訳

（資
料

１
）

で
見

て
み
る
と
、
生
活
排
水

を
完
全

に
処
理
し
な

い
ま
ま
川
に
流
し

て
い
る
世
帯
が

７
割
を
超
え

て
い
ま
す
。
今
後
下
水
道

を
で
き

る
だ
け
早
く
整
備

し
て
い
く
必

要
が
あ

る
と
と
も
に
、
私
た
ち

一
人

ひ
と
り
が
生
活
排
水
を
き
れ

い
に
し
て
い

く
取
り
組

み
を
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

圃
私
た
ち

に
で
き
る

こ
と

①
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人
は
、
適
切
な
維
持
管
理
を
行

い
ま
し

ょ
う

②
使

っ
た
あ
と

の
油

は
、
絶
対
に
流
さ
な

い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
上
手
な
油

の
使

い
ま
わ
し
を

※
新
聞
紙

や
牛
乳

パ

ッ
ク
を
使

っ
て
油
を
染

み
込
ま
せ
、
燃
え

る
ご

み
に
出
す

方
法
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
資
源
を
む
だ
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
や
め

ま
し
よ
う

③
ふ
ろ
や
便
器

の
掃
除
に
は
、
洗
剤
を
大
量
に
使
わ
な

い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

ま
た
洗

濯

に
使

用
す

る
洗
剤

や
、

入
浴
剤
、
ト

イ
レ

の
洗
浄
芳
香
剤
な
ど

は
、

道
量
を
使
用
し
ま
し

ょ
う

※
口
に
す

る
こ
と
が
で
き
な

い
も

の
は
、
環
境
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す

圃
問
合

せ
　
市
環
境

課
環
境
公
害
係

（
盗
０

４
１
１
１
内
線

３
７
１
）

ヘ

0

り

Ⅷ
“
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市職員募集
市では職員を募集します。

地ん分権が進み、これからは「地方の時代」だといわれています。多様化する住民

二―家にこたえるため、地方行政が果たす役割はますます大きくなっています。

やる気のあるあなた、「市民が主役」のまちづくりに取り組んでみませんか。

日採用試験              日曜日は除きます)に同課へ。郵送の場
01次試験 〔とき〕9月 22日 (日)   合は、8月 16日の消印があるものまで受

〔ところ〕八女工業高等学校 け付けます
02次試験 〔とき〕10月下旬 (予定)  ※申込用紙の請求も同課ヘ
※1次試験合格者に通知します      ※日本国籍を持っていない人も受験でき
0申込み                ます (一定条件があります)
市人事課にあ

ぞ申
込み用紙に必要事項 0問合せ

を書き、写真を貼るなどして8月 1日的  人事課人事係 (〒 833‐ 8601(住所不
から8月 16日④までの8:30～ 17:00(土・ 要)奮 53-4111内線141)ヘ

職  種 募集人数 格資

一般事務職
(I) 若千人

昭和50年 4月 2日 ～昭和56年 4月 1日 に生まれた人で、大学卒業または平成15年 3月 までに大学卒業見
込みの人及び大学卒業と同程度の学力を持っている人

一般事務職
(Ⅱ )

若千人
昭和52年 4月 2日 ～昭和60年 4月 1日 に生まれた人で、高等学校卒業または平成15年 3月 までに卒業見
込みの人及び高等学校卒業と同程度の学力を持っている人 〔大学卒業 (見込み)者は受験できません〕

看護師(I) 若千人
昭和52年 4月 2日 以降に生まれた人で、正看護師の免許を持っているか来春免許取得見込みの人
(申込み時に免許証の写しを添付)

看 護 師 (Ⅱ )
(助産 師 の資格
を持 った人 )

1    ノ、
昭和51年 4月 2日以降に生まれた人で、助産師の免許を持っているか来春免許取得見込みの人
(申込み時に免許証の写しを添付 )

葉 剤 師 1   人
昭和51年 4月 2日 以降に生まれた人で、薬剤師の免許を持っているか来春免許取得見込みの人
(申込み時に免許証の写しを添付 )

業 務 8/101と l 8/11(日 ) 8/12佃 ) 8/130り 8/14,Ю 8/151博 8/16宅働 8/17tし l

市役所各課窓□

サンコア

水田コミュニティセンター
窓ケ原体育館
郷土資料館

小学校体育館

中学校体育館

市立病院
(緊急の場合は随時受け付けます)

総合福祉センター

燃えるごみの収集、燃えないごみ
。粗大ごみ搬入証明交付 (環境口果)

ごみの持ち込み廃棄 は:30～ 16:30
(八女西部クリーンセンター)
(八女西部リサイクルプラザ)

し尿くみ取り 感旨定業者)

不用犬・猫の引き取り(環境課)

※サザンクス筑後の休館日は19ページ、中央公民館図書室の休館日は27ページをご覧ください

あ
｀
盆休み

市などの「お盆」期間中の業務は、次のとおりです。
ご理解とご協力をお願いします。| |の 日は休みます

螂ちくごH4al“→羽



消防本部職員募集

亀

市消防本部では、職員を募集します。あなたの魅力や能力を「災害

に強い筑後市づくり」に役立ててみませんか。

0採用予定人数 1人
0資格
昭和53年 4月 2日 から昭和60年 4月 1日 までに生まれた人で、高等

学校卒業程度の学力と消防作業ができる体力をもっている人

01次試験
【とき】

10月 20日 (日 )9:40～ (受付=8:40～ )
【ところ】

市消防本部

02次試験
H月下旬の予定。 1次試験合格者に通知します

0申込み 。問合せ

市消防本部総務課にある申込用紙に必要事項を書いて、 9月 3日 (火 )

～17日 (火 )の 8:30～17:00(土 。日曜日、祝日は除く)に市消防

本部総務課 (〒 833-0031大 字山ノ井900盗 52-2020)
へ持参か郵送で申し込んでください

※郵送の場合は、17日 の消印があるものまで受け付けます

今

rⅢ

゛

〕

)

●

要
介
護
認
定
で

「要
支
援
」
ま
た
は

「要
介
護
」
の
認
定
を
受
け
た
人
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

通
所
介
護

（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

通
所
介
護

（デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
と
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
あ
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
、
自
宅
で
過
ご
す
高
齢
者
を
対
象
に
、
日
帰
り
で

食
事
や
入
浴
、
日
常
生
活
に
必
要
な
動
作
訓
練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
カ
ラ

オ
ケ
や
折
り
紙
、
習
字
、
絵
は
が
き
制
作
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
り
、

楽
し
く
お
し
や
べ
り
し
た
り
す
る
こ
と
で
心
身
の
衰
え
を
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

通
所
介
護
の
料
金
は
、
施
設
や
利
用
時
間
、
要
介
護
度
な
ど
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
送
迎
や
食
事
、
入
浴
な
ど
が

自
己
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る
前
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

囲
問
合
せ

健
康
課
介
護
保
険
係

（奮
⑬
４
１
１
５
）
へ

通所介護

(デイサービス)

」出 !

▲市内のデイサービスセンターで、

健康体操をする利用者の皆さん

シ
リ
ー
ズ
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
は
⑥

Ш
“
0劇ちくごⅢ4翫 1
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今
こ
そ
語
る
。
平
和

へ
の
思
い

８
月
１
日
い
～
１０
日
ω
は
市
の

「平
和
旬
間
」
で
す
。

『広
報
ち
く
ご
』

で
は
今
年
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
平
和
に
関
す
る
詩
や

作
文
を

「平
和
特
集
」
と
し
て
紹
介
し
ま
す
。

す

き
ん

居
る
。
道
路
際
に
防
空
頭
巾
姿
の
町
内

の
人
達
が
固
ま
っ
て
座
り
込
ん
で
居
た
。

小
母
さ
ん
達
は
私
の
顔
を
見
る
な
り

「健

ち
ゃ
ん
！
」
と
言

っ
た
き
り
あ
い
あ
い

け
　
が

逗
き
出
し
た
。
怪
我
人
は
出
た
が
、
死

人

の
無
か

っ
た
の
は
幸
い
だ

っ
た
。

夜
空
を
真
赤

匠
焦
が
し

て
総
督
府

の

大
庁
舎

は
炎
上
し
た
。
庁
舎
前

の
広
場

に
は

一
ト

ン
爆
弾

の
爆
発
跡

の
大
き
な

穴
睦
水
道
水
が
溜
ま
り
、
幾

つ
も
の
プ

ー
ル
が
俄
か
に
出
来
た
。
庁
舎
地

下
室

で
は

二
千
人
も
の
傷
牲
者
が
出
た
と
い

っ
わ
さ

う
噂
が
飛
ん
だ
。
陪
＜
な

っ
て

一
層
不

気
味
に
聞
こ
え
る
空
襲

の
サ
イ
レ

ン
が

鳴

る
度

に
、
私
達
は
慌

て
て
近
＜
の
大

き
な
下
水
浦
睦
潜
り
込
ん
だ
。
鼻
を
突

＜
異
臭
も
何

の
そ
の
、
必
死
睦
逃
げ

る

０
す
み

ど
ぶ
鼠
同
然
の
哀
れ
な
姿
だ

っ
た
。

二
階
建
て
の
家
屋
は
見
事
に
瓦
礫
の

し
よ
う
い

山
に
な
っ
た
が
、
焼
夷
弾
で
は
な
か
っ

た
た
め
全
焼
は
免
れ
た
。
が
、
後
片
付

け
が
大
変
だ

っ
た
。
空
襲
の
サ
イ
レ
ン

の
合
間
を
縫

っ
て
、
埋
も
れ
た
家
財
の

掘
り
出
し
腟
何
日
か
つ

っ
た
こ
と
か
。

加
勢
す
る
人
も
道
具
も
無
い
全
＜
の
手

大
空
襲

井

口
健

二
郎
さ
ん

（野
町
、

７９
歳
）

忘
れ
も
し
な
い
終
戦
間
近

の
昭
和

三

十
年

五
月
二
十

一
日
。
台
北
は
、

フ
ィ

リ
ピ

ン
な
ら
飛
来
し
た
米
空
軍
Ｂ
２４
の

百
機
を
超
サ
波
状
攻
撃

で
、
総
督
府
を

中
心
に
大
梗
害
を
受
け
た
。

そ
の
時
私

は
郊
外

に
疎
開
し
て
い
た

事
務
所
の
防
空
壕
睦
避
難
し
て
い
た
が
＼

足
元
つ
ら
何
度
も
突
き
上
げ

て
＜
る
震

動
が

只
事

で
な
い
の
を
感
じ
、
厭
な
予

感
が
走

っ
た
。
案

の
定
、
外
回
り
つ
ら

帰

っ
て
来
た
先
輩
達
が
、
□
々
に
自
介

達
が
見

て
来
た
損
壊

睦
触
れ
、
君
の
自

宅
付
近
も
危
な
い
０
ら
早
＜
帰

っ

が
い
い
と
言
う
。
早
引
け
を
取
り
た
方
＼
逸

る
気
を
抑
え
な
が
ら
軍
司
令
部
横
の
三

線
道
路
ま
で
来
る
と
、
道
路
の
舗
装
が

隠
れ
る
程
泥
上
で
埋
ま

っ
て
居
る
。
こ

れ
は
大
変
だ
！
自
宅
そ
ば
の
鉄
道
踏
切

あ

せ
ん

に
来

て
唖
然
と
し
た
。
家
が
無
い
。
通

り
の
西
側

に
あ

っ
た
家
並
み
が
消
え

て

仕
事
な
の
だ
。
布
団

・
食
器
類
を
最
優

先
で
リ
ヤ
カ
ー
睦
積
み
、
再
転
先
の
元

同
町
ま
で
運
Ｓ
。
母
の
命
の
次
に
大
切

な
者
物
な
ど
は
後
圃
し
。
書
物
も
そ
う
。

あ０たを
屠
し
い
瓦

・
壁
土

・
柱
な
ど
を
取
り
除

＜
大
変
さ
辛
さ
を
誰
應
訴
え
る
こ
と
も

出
来
な
い
。
戦
焚
と
は
い
え
、
い
ま
だ

に
頭
か
ら
離
れ
な
い
惨
め
な
体
験
だ

っ
た
。

恐
ろ
し
か

っ
た
青
春
の
思
い
出

菊

田
サ
チ
子
さ
ん

（野
町
、

７７
歳
）

古
里
の
郵
便
局
陸
あ
る
交
揆
台
の

一

室
。
其
の
晩
は
丁
度
当
直
で
、

「
セ
セ

ク
ハ

（空
襲
藝
報
発
令
）
」

「
セ
セ
ク

カ

（空
襲
警
報
解
除
）
」
と
立
て
続
け

に
電
信
が
あ
り
、
忙
し
＜
交
換
に
当
た

っ
て
い
た
。
近
所
の
人
達
は
皆
外
陸
出

て
、
ガ
や
ガ
ヤ
こ
騒
い
で
い
る
。
外
に

出
て
み
る
と
、
空
が
真
赤
睦
燃
え
て

一

面
哄
の
海
、
久
留
米
睦
爆
弾
が
投
下
さ

れ
、
町
が
燃
え
て
い
る
こ
の
憶
報
が
入

る
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
体
が
ガ
タ
ガ
タ

と
震
え
、
生
き
た
心
地
も
し
な
か
っ
た
。

時
々
パ
ー
ツ
と
二
、
三
圃
燃
え
上
が
り
、

ま

た

辺
り
睦
又

一
段
と
赤
＜
味
が
降
り
注
ぐ
。

恐
ろ
し
さ
の
あ
ま
り
皆
息
と
の
み
、
無

言
で
空
の
彼
方
を
眺
め
る
だ
け
だ

っ
た
。

既
陸
Ｂ
２９
は
影
も
形
も
な
＜
、
空
こ

町
だ
け
が
赤
＜
燃
え
つ
づ
け
、
周
囲
は

や
み
の
世
界
。　
一
人
局
舎
睦
戻
り
、
心

細
＜
て
交
換
台

の
前

で

一
睡
も
し
な
つ

っ
た
よ
う
陸
思
う
。
恐
ろ
し
か

っ
た
け

れ
ど
、
陪
が
り
の
中
陸
空
だ
け
が
美
し

＜
赤
＜
染
ま

っ
て
い
た

こ
と
が
、
忘
れ

得
ぬ
遠
＜
若

い
日
の
思
い
出

の

一
べ
―

ブ
と
な

つ
た
。

そ
の
後

の
情
報

で
、
久
留
米

の
公
会

堂
が
焼
け
た
こ
聞
い
た
。
あ
れ
か
ら
五

十
年
が
経
ち
、
現
在
は
立
派
な
市
民
の

憩

い
の
館
に
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。
人

の

力

の
偉
大
さ
陸
感
動
す
る
。

「
有
事
関

連
法
」
が
騒
が
れ

て
い
る
昨
今
、
絶
対

底
瑚
争
だ
け
は
し

て
は
い
け
な
い
と
思

う
。
可
愛
い
孫
達

の
た
め
に
も
＼
人
類

平
和

の
た
め
に
も
。
世

の
中

で
は
い
ろ

い
ろ
な
事
件
が
起
こ

っ
て
い
る
が
、
戦

争
の
な
い
今

の
平
利
な
日
本
が

い

つ
ま

で
も
続
＜
よ
う
、
祈

っ
て
や
ま
な
い
。

自
　
決竹

久
茂
さ
ん

（長
浜
、

８２
歳
）

昭
利
十
九
年
夏
、
既
匠
敗
色
濃
い
ビ

ル
マ

（現
ミ
ャ
ン
マ
ー
）
戦
場
。
う
ち

続
＜
激
戦
睦
兵
力
は
消
耗
し
、
歩
兵
等

は

一
割
残

っ
て
居
れ
ば
多
い
方
だ
と
い

わ
れ
、
命
糧

・
弾
薬

。
医
薬
品
も
底
を

突

き
、
餓

死
寸
前

の
状
態

で
あ

っ
た
。

そ
ん
な
時
、
数
署
の
戦
友
が
野
戦
病

院
陸
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
と
い
う



奇

・

′
ヽ
（
　

体

ヽ
ヽ
ノ
　

　

一ｒ

今
年
も
燕
が
や
っ
て
来
た

遥
つ
に
遠
い
懐
か
し
い

南
の
□
か
ら
や
つ
て
来
た

可
愛
い
雅
な
姿
睦
は

野
越
え
山
越
え
海
渡
り

そ
ん
な
力
が
ど
う
し
て
と

不
思
議
で
な
ら
ぬ
想
い
出
は

あ
の
プ
ゃ
ン
グ
ル
陸
あ
の
谷
睦

血
を
吐
＜
思
い
で
捨
て
て
き
た

異
国
に
眠
る
戦
友
が

あ

姿
を
借
り
て
達
い
睦
来
た

そ
ん
な
気
が
す
る
親
し
み
睦

無
事
で
元
気
に
巣
立
つ
よ
う

朝
な
ダ
な
に
気
を
配
る

無
事
陸
巣
立

っ
た
子
燕
は

朝
陸
飛
び
立
ち
ダ
巣
匠
帰
る

身
を
＜
ね
ら
せ
て
餌
を
と
り

激
し
＜
翼
を
鍛
え
て
る

わ
た
＜
し
た
ち

私
達
に
も
あ
っ
た
の
だ

鍛
わ
れ
叩
か
れ
い
ぢ
め
ら
れ

苦
し
か
っ
た
想
い
出
が

決
し
て
負
け
る
な
挫
け
る
な

そ
の
苦
し
み
匠
耐
え
て
こ
そ

隠
れ
四
女
寧
器
傾
団

木
本
幹
彦
さ
ん
（下
北
島
、
７‐
歳
）

表の中の空欄に漢字を入れて四字熟語(縦に読む)を作
ってください。左右両枠の答えは対義語になっています。

(こ たえは28ページ)

持

あ

情
報
が
入
っ
た
。
中
隊
は
直
ち
に
赦
出

隊
を
出
サ
事
に
な
っ
た
。
然
し
＼
少
し

で
も
元
気
な
者
は
敵
こ
戦
わ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
仕
方
な
＜
病
人
を
つ
り
出
す
事
睦

す
が
　
　
ど
う

な
る
。
辛
う
じ
て
手
綱
匠
経
る
様
に
馬

を
副
＜
兵
隊
＼
と
ば
と
ば
と
歩
き
出
す

疫
せ
馬
、
や
っ
と
探
し
当
て
た
野
戦
病

院
は
既
陸
銃
拠
の
飛
び
交
う
戦
場
で
あ

っ
た
。
戦
友
の
筈
を
呼
び
な
が
ら
必
死

で
探
し
圃
ろ
。
居
た
。
中
隊
の
戦
友
は

一
塊
に
な

っ
て
手
を
上
げ

て
答
え
た
。

も
う
大
き
な
声
を
出
す
力
は
無
か

っ

た
。　
一
人
、

二
人
と
馬
の
背
陸
乗
る
。

然
し
最
後
の

一
人
は
元
気
な
と
き
は
百

キ
ロ
以
上
も
あ
る
巨
漢
で
あ

っ
た
が
、

も
う
自
分
の
力
で
馬
に
乗

っ
て
居
る
こ

と
が
出
来
な
か

っ
た
。
み
ん
な
で
馬
の

上
匠
押
し
上
げ
、
綱
で
縛

っ
て
も
駄
目

で
あ
っ
た
。
だ
が
、
負
傷
や
高
烈
の
兵

隊
に
は
、
彼
を
担
い
で
帰
る
力
は
無
か

っ
た
。
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
は
全
員
が
脱
出

あ
れ

不
能
に
な
る
。

「
俺
は
い
い
、
帰

っ
て

＜
れ
」
と
言
う
戦
友
の
細
い
声
も
銃
戸

睦
途
切
れ
る
。

中
国
、
マ
レ
ー
、

ン
ン
ガ
ポ

ー
ル
、

ビ
ル
マ
と
、
長
い
間
苦
難
と
共
に
し
て

き
た
戦
友
を
見
捨
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
生
き
て
虜
囚
の
辱
め
を
受
け
ず
と

の
戦
陣
訓
の

一
節
が
脳
裏
を
掠
め
る
。

捕
虜
に
な
れ
ば
銃
殺
刑
で
あ
る
。

こ
ん
な
と
き
ど
ん
な
方
法
が
あ
っ
た

ろ
う
か
。
手
摺
弾
と
鉄
甲
を
倒
匠
置
い

て
そ
の
場
を
百
米
程
離
れ
た
時
、
爆
発

音
が
聞
こ
え
た
。
最
後
の
力
を
振
り
絞

っ
て
、
手
椙
弾
を
叩
い
た
の
だ
ろ
う
。

あ
れ
か
ら
五
十
八
年
、
思
い
出
は
既

に
遠
い
。
決
第
匠
薄
れ
行
＜
記
憶
の
中

に
、
今
も
鮮
明
に
残
る

一
こ
ま
で
あ
る
。

南
よ
り
の
使
者

見
事

匠
海
を
越
え
る
の
だ

南

の
国
へ
者

い
た
な
ら

伝
え

て
欲
し
い
亡
き
戦
友
底

玉
と
砕
け
た
君
達

の

犠
牲

の
上
匠
築
つ
れ

て

あ
な
た
の
故
国
の
日
の
本
は

今
は
平
利
な
有
難
い

国
だ
と
知
ら
せ
て
下
さ
い
と

頼
み
た
い
気
が
す
る
八
十
の

坂
を
越
え
た
る
老
い
の
身
は

再
び
訪
う
事
も
無
き

南

の
空

へ
夢
馳
せ
て

つ
ば
め

,

め
ぐ
り
来
る
八
月

長
尾
開
造
さ
ん

（津
島
東
、

６７
歳
）

雲
は
平
和
を
訴
え
る

偽
り
の
き
の
こ
雲
と
知

っ
て
い
る
か
ら

世
界
中

で
初
め
て
被
爆
せ
し
日
本

や

核
睦
人
も
地
も
咆
か
れ
し

原
爆
の
重
さ
を
語
ろ
う

ち
ら
ほ
ら
こ
核
の
不
安

つ
き
ま
と
う

隠
さ
れ
た

野
辺
の
花
摘
め
る

平
利
を
か
ぎ
り
な
＜

平
和
信
じ
る
子
供
た
ち
の
た
め

被
爆
せ
し
日
本
睦
核
は
い
ら
な
い

平
和
が
手
が
ら
こ
ぼ
れ
て
ゆ
＜

敗
戦
と
終
戦
す
り
な
え
な
い
で

戦
争
は
三
度
と
己
こ
さ
な
い

平
利
の
鐘
い
つ
ま
で
も

旭 怒
カ

日 髪
士
′しヽ

昇 伝 薄

天 染
Ｅ
刊
Ｅ
翻

法 戦 交

界 主思 涎

1吝 接

失 耳 尺

Ｊヽ

Ｊヽ

元
気
の
も
と
？

齋
藤
津
也
子
さ
ん

（野
町
、
６５
歳
）

五
年
前

に
自
宅

の
庭
睦
植
え
た
い
ち

じ
＜

の
木
。
毎
年
左
＜
さ
ん
の
実
を

つ

け

て
＜
れ
ま
す
。
新
鮮
な
果
物
を
い
た

だ
け
る
季
節
は
も
う
す
ぐ

で
す
。
朝
ダ

の
０
後
に
食
べ
る
好
物
の
い
ち
じ
＜
は
、

気
持
ち
が

い
や
さ
れ
る
様
な
請
足
感
が

あ
り
、
私
に
と

っ
て
ス
ト
レ
ス
解
消
法

の

一
つ
で
す
。

４
歳

匠
な
る
孫
が
週

一
潤

で
筑
後
市

へ
や

っ
て
来
ま
す
。
先
月
主
人
と
買
い

物

へ
出
か
け
た
際
、
い
ち
じ
＜
を
見

つ

け

て
買

っ
て
き

て
＜
れ
ま
し
た
。

「
ば

あ
ち

ゃ
ん
が
食
べ
た
い
か
な
～
と
思

っ

て
、
元
気

の
も
と
を
買

っ
て
き
た
か
ら

食
べ
リ
ー
」
。
嬉
し
＜
て
孫
と

二
人

で

い
た
だ

き
ま
し
た
。
幼
い
煩
つ
ら

「
こ

れ
元
気

の
も
と
よ
、
食
べ
な
さ
い
」
と

言

っ
て
い
た

の
が
、
私
と
孫

の
合

い
言

葉
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
人
を
思
い
や
る
気
持

ち
を
忘
れ
ず
素
直
匠
育

っ
て
ほ
し
い
と

願
い
乍

ら
、
穆
雨
が
上
が

っ
た
頃
、
赤

＜
熟
し
た
い
ち
じ
＜
を
孫
と

二
人

で
収

穫
サ
ろ
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

荘
“
⊃庁ム率限ちくごH4&1
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(財)筑後市文化振興公社
筑後市大字若菜1104
TEL0942‐ 54‐1200

洋
祭
寄
席
；
↓毯

ａ
ロ
ロ
Ｈ
幽
日
▼
発
売
中

出
演
／
野
口
　
　
龍
（
フ
ル
ー
ト
・特
別
出
演
）

中
沢
万
里
子
（ピ
ア
ノ
）

山
口
　
昭
二
（バ
リ
ト
ン
）

日
下
部
祐
子
（ソ
プ
ラ
ノ
）

小
成
亜
紀
子
（ピ
ア
ノ
）

和
田
　
静
乃
（ソ
プ
ラ
ノ
）

田
中
　
玲
子
（
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
）

野
入
　
葉
子
（ピ
ア
ノ
伴
奏
）

落
語
・司
会
／
柳
家

一
琴（横
目
家
助
平
改
め
）

総
監
督
／
熊
谷
　
弘

《
プ
ロ
グ
ラ
ム
》

ド
ッ
プ
ラ
ー
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
田
園
幻
想
曲
」

シ
ョ
パ
ン
「幻
想
即
興
曲
嬰
ハ
短
調

単
６６
」

山
田
籍
作
「箱
根
八
里
は
」

プ

ッ
チ
ー
ニ
「あ
る
晴
れ
た
日
に
（蝶
々
夫

人
ご
ほ
か

夏
ノ
巻

筑
後
公
演

午
後
６
時
３０
分
開
演

（午
後
６
時
００
分
開
場
）

大
ホ
ー
ル

全
席
指
定

一
般
席

￥

４

，
５
０

０

学
生
席

￥
２

，
０

０

０

（税
込
み
。当
日
￥
５
０
０
増
）

熊谷 弘

野口 龍

柳家一琴

(横目家助平改め)

中沢万里子

野入葉子  田中玲子 和田静乃 小成亜紀子
願島幕ロ

口

」

回

中

野
口
龍

公
開
フ
ル
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク

国
内
ト
ツ
プ
の
実
力
を
持
つ
フ
ル
ー
ト

奏
者
、
野
口
龍
さ
ん
が
指
導
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
８
月
２７
日
∽
午
後
２
時
か
ら
５

時
ま
で

（
一
人
２０
分
か
ら
３。
分
）
▼
と
こ

ろ
＝
大
ホ
ー
ル
▼
受
講
料
＝
大
学
生

。
一

般
１
万
円
、
高
校
生
以
下
６
０
０
０
円
▼

定
員
Ｈ
Ю
人
程
度

（定
員
に
な
り
次
第
締

切
り
）
★
見
学
も
可
。
入
場
券
は
サ
ザ
ン

ク
ス
筑
後
で
販
売
。
大
学
生

。
一
般
１
０

０
０
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０
円

ゆ 発売中

魅せます !笑います !もちろん
歌います !そ してハプケます !

学生席を新設しました

風間杜夫ひとり芝居

カラオケマン
(作・演出/水谷龍二)

0 午後 6時30分開演(午後 6時 00分開場)

小ホール
全席指定 一般席 ¥5,000

学生席 ¥2,000
(税込み。当日¥500増 )

特
別
例
会
③

Ｔ
∠
ア
ィ
ア
ン
ハ
ー
ビ

(三11)

11/9

今
日
発
売

あ
げ
ま
つ
み
か
０
１３
歳
か
ら
ア
ル
パ
を
始
め
、
高

校
１
年
の
時
に
本
場
パ
ラ
グ
ア
イ
で
ト
ツ
プ
レ
ベ

ル
の
ア
ル
パ
奏
者
に
師
事
。
弱
冠
１７
歳
で
全
日
本

ア
ル
パ
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
。
本
場
仕
込
み
の
技

術
と
日
本
女
性
の
持
つ
優
し
さ
を
加
え
た
演
奏
に

フ
ア
ン
は
多
い
。

「ア
ル
パ
」
と
は
、
中
南
米
の

民
族
楽
器
で
、
ハ
ー
プ
が
ひ
と
ま
わ
り
小
さ
く
な

っ
た
も
の
。
優
雅
な
形
と
き
ら
び
や
か
な
音
色
は

優
し
く
も
情
熱
的
で
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
感
じ

さ
せ
る
。

キ
ラ
キ
ラ
と
輝
＜
よ
う
な
音
色
を
身
近
に
感
じ
る
コ
ン
サ
ー
ト

あ
げ
　
ま
つ

上
松
美
香

ア
ル
パ
コン
サ
ー
ト

午
後
６
時
３０
分
開
演

牟
後
６
時
００
分
開
修

小
ホ
ー
ル

全
席
指
定
￥

３

，
５

０

０
（税
込
み
。
当
日
￥
５
０
０
増
）

チ
ケ
ツ
ト
発
売
口
　
茂
の
ａ
Ｓ
／
３
口

　

一
破
３
／
Ю
ω

特別例会④ (フォーク) 今日発売

「自衛隊に入ろう」「さあ仕事だよ」など社会を風刺した
曲であ`なじみ。欲み物とともIこ あ`楽しみください。

高田渡コンサート

チケット発売口 疲の会8/10(土)一般8/17(上 )

午後 7時00分開演
(午後6時 30分開場)

小ホール

弾き語リライブ2002

C護憂亜躍拳発売中

伊 勢 正

全席指定 ¥5,000(税込み。当日¥500増 )⑦
庁ム報ちくご出4&1(18)Ш



作
品
募
集

第
２３
回

筑
後
市
美
術
展

△
Ａ
抑翔

△
ム
担煽

９
月
２‐
日
（土
）
か
ら

２９
日
（日
）
ま
で

（２４
ヽ
２５
日
は
体
館
）

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

因
日
昭
Ｈ
Ｗ

絵
画

（洋
画
Ｉ
、
Ⅱ
、
日
本
画
）
、

書
、
工
芸
（陶
芸
、
染
色
の
み
）
、
写
真
、
デ

ザ
イ
ン
、
彫
刻

ｍ
目
圏
圃
ｗ
住
所
問
わ
ず
。
高
校
生
以
上
。

籠
習
窮
狙
Ｗ

ｌ
人
２
点
以
内
と
し
、
本
人
が

制
作
し
た
も
の
で
公
募
展
に
お
い
て
未
発
表

の
も
の
。
な
お
、
２
点
出
展
の
場
合
、
入
選

作
品
の
展
示
は
１
点
と
す
る
。

著
作
権
に
係
わ
る
諸
問
題
は
、
出
品
者
各

自
で
対
処
す
る
こ
と
。

ｍ
Ｈ
ｍ
ｍ
Ｗ

ｌ
点
に
つ
き
１
０
０
０
円
、
２

点
目
は
５
０
０
円

（高
校
生
は
無
料
）

Ｂ
ロ
ロ
筑
後
市
大
賞
　
２。

万
円

（作
品
買
上

げ
＝
全
体
で
１
点
）

坂
宗

一
賞
　
Ю
万
円

（全
体
で
１
点
）

筑
後
市
長
賞
　
５
万
円

（全
体
で
４
点
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
賞

・
県
美
術
協
会
賞

３
万
円

（全
体
か
ら
各
１
点
）

硫
出
閣

９
月
１０
日
（火
）
、
■
日
（水
）

午
前
Ю
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
ロ
ビ
ー
に
て
受
付

く
わ
し
い
応
募
要
綱
は
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑

後
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
で
配
布
。

う

今

の
物
月
し
８
催

はサザンクス筑後の主催事業です。

そのほかの催しについては、各主催者に問い

合わせてください

日刊窪日 催 物 名 会 場 開演 入場料 間い合わせ先
1・ 2
1オ、l名)
ブランド品
大バーゲン

イベント
ホール

∞

∞

キャリアガール
092-936-0004

4(日 )

20周年記念
リサイタ)レ

小ホール 12:00 ¥1,000
中尾光国
52-5625

ピアノフロア
コンサー ト

イベント
ホール

13:00
平

0944-63-6123

社交ダンス
パーティー

イベント
ホール

18:30 ¥1,000
渋川
89-3778

6しЮ
8
平和授業

小ホール 9:15
筑後中学校
52-4148

8m 中学生進路相談
会 (第 10学区)

全  館 13,00 南筑後教育事務所
53-7198

9ヒ鐵 平和
を考える

市民のつどい
小ホール 要整理券

社会教育課
53-4111

10 CD ア
・カッペラーズ
ライブ

小ホール 18:30 完売
ア・カッペラーズ
092-608-2157

17 CD
SOAC朗読発表会
「こわ～いお話」

イベント
ホール
15:00 サザンクス筑後

54-1200

18(日 )
民謡八女中央支部
15周年発表会

小ホール 10100
八女中央支部
(中島)64-3872

211フЮ

教育講演会 小ホール 14:00
筑後市小教研
(水洗小)53-35 17

商工会議所女性会
合同講演会

イベント
ホール

14:30
商工会議所
52-3121

22 1ttl
映画「仮面ライ
ダー龍騎」ほか

小ホール
10:30
12:30
14:30

大人¥1,81111
中小幼¥1)lXXl

久留米東映
32-5652

24tD 筑後地区
少年少女合唱祭

大ホール 14:00
サザンクス筑後

64‐ 1200

25(日 )
福島高校
演劇部公演

小ホール 15:00
福島高校(芦刈)
0943-22-5148

279Ю
洋楽寄席スペシャル
オプション「野口龍フ
ルートクリニック」

大ホール 14:00
一般¥10,000
高校生以下
¥6,000

サザンクス筑後
54‐ 1200

28卿 第3回例会
「洋楽寄席」

大ホール 18:30
一般席¥4,500
学生席半2,000

サザンクス筑後
54‐ 1200

291ttl
青少年アンビシャス
運動読書研修会

小ホール 10:10
南筑後教育事務所
53-7181

30悠働

ねんりんスポーツ文化
祭田碁将棋交流大会

大ホール 9100
健康課
53-4Hl

JAなす部会 小ホール 14100
」A園芸課
0943-23-1163

31 tD 市町村合併を考え
る

市民シンポジウム
小ホール 13:30

企画課
53-4Hl

―
ぅ

、
，

ノ

)

J

J

ゆ 来日発売

倍賞千恵子
wКh小六灌次郎
12/7(上 )
午後 6時 30分開演
大ホール

全席指定¥3,000
(税込み・ 当日¥500増 )

チケット発売ロ
反の会 9/7(土 )
一 破 9/14(土 )

◆ 8月 の休館日 5、 12、 19、 26、 9/1日
サザンクス筑後ホームページhttpv“削岬.sathankusu‐ chiku9o,Or.jpl

特月JイテJ会② (クラシック)

The Dyna】阻iteSげ.労ナマイ剪

発売中
究極のア]一ヌテイツクステープヘようこそ !

国内の第一線で活躍する4人が最高かつ最強の演奏で
みなさんをメロデイーの冒険へといざないます

バイオリン:後藤勇一郎

クラリネット:谷口英治

ギター :伊丹雅博
チェロ :岩永知樹

午後 6時30分開演
(午後6時 00分開場)
大ホール
全席指定 ¥2,000
(税込み 。当日¥500増 )

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｃ
朗
読
発
表
会

こ
わ
～
い
お
話

昨
年
の
発
表
会
は
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
が
満
員
に

な
る
大
盛
況
！
今
年
は
そ
の
第
２
弾
。

暑
い
日
に
こ
わ
～
い
お
話
は
い
か
が
で
す
か
。

《
内
容
》

雪
お
ん
な
／
夜
た
か
に
化
け
た
狐

（羽
犬
塚
の
音

話
）
／
夢
十
夜

「第
二
夜
ス
夏
目
漱
石
作
）
／
ほ
か

７
編

Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｃ
は
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後
の
サ
ブ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー

・
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
講
座
の
Ｏ
Ｂ
で

結
成
し
た
ク
ラ
ブ
。
サ

ザ
ン
ク
ス
筑
後
の
自
主

事
業
や
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
及
び
朗
読
劇
や
Ｄ
Ｊ

放
送
な
ど
の
自
主
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

午
後
３
時
開
演

入
場
無
料

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

(今月の催し物より〉

筑後児童合唱団も出場

錨後地区

)年少樹台唱祭
筑後地区の児童合唱団が

集合。元気な歌声がホール

いっぱいに響きます。

8/24(土 )
午後 2時開演
大ホール 入場無料

Ш
“
9庁ム報ちくご出4al



綺羅りびと専科

ムラおこしはまず、
市役P~肝から
0多久市長が
まちづくりについて請話

市教育委員会が地域のリーダーを養成

しようと、 5月 から全8回の日程で開い

ている講座「綺羅りびと専科」で7月 8

日、「市民の役にたつ所の活性化」をテ

ーマに、多久市長・横尾俊彦さんの講話

がありました。

横尾市長は、就任以来特に力を入れて

いる市役所の活性化について、ユーモア

と方言を交えながらわかりやすく説明。

語りかけるような横尾市長の話に、約70

人の参加者たちは聞き入っていました。

就任5年目、44歳の横尾市長は、就任前

からムラおこしの仕掛け人として「ガタ

リンピック」などの事業にかかわってき

た経歴の持ち主。持ち前のチャレンジ精

神は就任後も変わらず、 IS09001
の取得や営業本部の新設など、次々と新

しい政策を打ち出しています。が加者の

一人、紫原雅子さん (流、63歳 )は 「多

久市は、市長の発想についていき、それ

を実行しているところがすごい」と、感

心していました。

＜
ユ
ー
モ
ア
い
っ
ぱ
い
に

笑
顔
で
語
る
多
久
市
長

まちの話題

▲オープン直後にもかかわらずたくさんの人がつめかけ
ました

新
鮮
て
密
全
な

地
元
野
薫
が
ズ
ラ
リ

Ｏ
農
産
物
等
直
売
所

「よ
ら
ん
野
」
が
オ
ー
プ
ン

一

一
　

一
一
．壽

地
元
で
採
れ
た
新
鮮

で
良
質
な
農
産

物
な
ど
を
消
費
者

に
展
示
即
売
す
る
施

設

「よ
ら
ん
野
」
が
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か

八
女
野
菜
果
樹
集
出
荷
資
材
保
管
施
設

跡

（前
津
）
に
オ
ー
プ

ン
し
、
そ
の
開

所
式
が
７
月
５
日
に
あ
り
ま
し
た
。
開

所
式
に
は
、
市
や
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

筑
後
地

区
セ

ン
タ
ー
職
員

を
は
じ
め
、

「よ
ら
ん
野
」
に
農
産
物
な
ど
を
出
荷

す

る
生
産
者
や
買
い
物
客
な
ど
約
１
２

０
人
が
集
ま
り
、
直
売
所

の
オ
ー
プ

ン

を
祝

い
ま
し
た
。

テ
ー
プ
カ

ッ
ト

の
あ

と
清
算
す

る
レ
ジ

の
所
に
は
、
新
鮮
な

野
菜
を
買
い
求
め
る
人
た
ち
で
長
蛇

の

列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

消
費
者
と
生
産
者
を
直
接
結
ぶ

「
よ

ら
ん
野
」
で
は
、

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

管
内

で
農
産
物
な
ど
を
生
産
、
加

工
し

て
い
る
６‐
人
の
組
合
員
が

「安
心

・
お

い
し
い

。
新
鮮
」
を
モ

ツ
ト
ー
に
、
原

則
と
し
て
そ
の
日
に
採
れ
た

（加

工
し

た
）
物
を
、
出
荷
価
格

で
販
売
し
て
い

ま
す
。
約
６
０
０
平
方
房
の
フ
ロ
ア
に

は
、
約
５。
種
類

の
農
産
物
が
種
類
ご
と

に
並

べ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
生
産
者
名

や
生
産
日
、
生
産
履
歴
な
ど
を
明
記
し
、

生
産
者

の

「顔
」

の
見
え
る
運
営
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

「よ
ら
ん
野
」

の
営

業
時
間
は
、
午
前
Ю
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
、
毎
週
水
曜
日
が
定
休
日
と
な

っ
て
い
ま
す
。

「
よ
ら
ん
野
」

の
設
立
委
員
長

で
、

生
産
者

の

一
人
で
も
あ
る
角
智
文
さ
ん

は
、
式
典

で

「食
に
対
す
る
不
安
が
言

わ
れ
て
い
る
今

こ
そ
、
消
費
者

の
皆
さ

ん
に
は
、
私
た
ち
が
愛
情
を
込
め
て
作

っ
た
も

の
を
安
心
し
て
食

べ
、
喜
ん
で

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
地
元
で
採
れ
た

農
産
物

の
安
全
性
が

一
番

の
売
り
で
あ

る
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

藤

見るのと界るのは六違い
0はんぎり乗りに挑戦

学
校
週

５
日
制

で
休

み
が
増
え
た
子

ど
も
た
ち
に
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
合

験
し
て
も
ら
お
う
と
７
月
１３

日
、
古
島

小
学
校

の
プ
ー
ル
で
、
水
と
森

の
自
然

体
験
塾

「
は
ん
ざ

り
乗
り
に
挑
戦
」
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
塾
は
、
市
中

央
公

民
館

が
初

め

て
開

い
た
も

の
で
、

市
内
外

の
小
学
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
２６
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

体
験
塾

で
は
、
ま
ず
地
元
で
実
際
に

ヒ
シ
を
栽
培
し
て
い
る
は
ん
ざ
り
乗
り

の

「名
人
」
塚
本
征
治
さ
ん

（中
牟
田
、

６‐
歳
）
が
、
子
ど
も
た
ち
に
乗
り
方
や

漕
ぎ

方

な
ど

の

コ
ツ
を
教

え
ま
し
た
。

真
剣
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
た
子
ど

も
た
ち

で
し
た
が
、

い
ざ
乗

っ
て
み
る

と
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
て
沈
没
し
た
り

思
う
方
向
に
進
め
な
か

っ
た
り
と
悪
戦

苦
聞
。
名
人
の
よ
う
に
は
乗
り
こ
な
せ

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
浮
か
べ
た
ボ
ー
ル

を
拾

い
集

め

る
ゲ

ー

ム
が
始

ま

る
と
、

楽
し
そ
う
に
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
夢
中

で
漕

い
で
い
ま
し
た
。
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＞
子
ど
も
た
ち

絵
本
を
寄
付
す
の
た
め
に
市
ヘ

る
テ
レ
サ
さ
ん

いつ老紫彦百て
がんばつて

0外国語補助教員テレサ・ホさん
が市長に別れのあいさつ

平成 12年 9月 から今年度の 1学期

まで、外国語補助教員 (ALT)と
して中学校で英語の指導をしてきた

テレサ 。ホさんが、約 2年間の任期

を終え 7月 16日 、市長室で桑野照史

筑後市長に別れのあいさつをしまし

た。テレサさんは、カナダのアルバ

ータ州カルガリー市出身の23歳。以

前から日本に興味を持っていたこと

から、カルガリー大学を卒業後、す

ぐにこの仕事を選び来日しました。

中学校での一番の思い出は、学校

で自国の人種差別について講演した

際、子どもたちが講演の感想を積極

的に話しかけてきたことだというこ

とでした。日本で「やりたいことは

すべてやった」というテレサさん。

最後に次のメッセージを残してくれ

ました。Livc your life to he fullcst.

Keep smlling and 800d luck with

your studies and drcams.(人生を精

一杯生きてください。笑顔を絶やさ

ず勉強や夢をがんばって)

青少年の健全育成を目的に、市防犯

協会などが開いた「第17回筑後市非行

防止少年剣道大会」が7月 6日 、水田

小学校体育館でありました。

大会には市内から236人の小。中
学生が参加。小学生は低学年と高学年

の部に分かれ団体戦で、また中学生は

個人戦で、日ごろの練習の成果を競い

ました。

会場には、選手たちを励まそうと、

家族や友だちなどたくさんの人たちが

応援にかけつけ、選手たちが「一本」

を決めるたびに「その調子」などと、

大きな声援や拍手を送つていました。

羽犬塚小学校 (古賀孝敏校長、633

人)では、体育館での終業式のあと、

各教室に戻った子どもたちに、夏休み

の宿題や初の絶対評価による通知表「あ

ゆみ」が渡されました。 1年 3組の担

任・椎窓敏広先生は「できるというと

ころに丸がいっぱいあるからといって、

その人が偉いとは限りません。人と比

べず、自分をほめてあげましょう」と

「あゆみ」の意味を子どもたちにわか

りやすく説明したあと、一人ひとりと

握手をしながら手渡しました。子ども

たちは、初めての「あゆみ」に興味津々

で、隅から隅まで食い入るように見つ

めていました。

▲子どもたちの元気な声が体育館に
響きました

ちぴつこ剣士が

飛ぴ跳ねる

0市非行防止

少年剣道大会

丞洒
▲夏休みの過ごし方について先生に
尋ねられ、元気よく答える 1年生

惹 組

覇の舞含て漁勝ヘ

0筑後ジュニア陸上クラブが
全国大会出場

)

あ

,

)

υ

８
月
２４
日
に
国
立
競
技
場

（東
京
都
）

で
開
か
れ
る

「第

１８

回
全
国
小
学
生
陸

上
競
技
交
流
大
会
」

へ
の
出
場
を
決
め

た
、
筑
後
ジ

ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ

の
子
ど
も
た
ち
が
７
月
１９

日
、
市
長
室

を
訪
れ
そ
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

訪
問
し
た
の
は

「男
子
４
×
１
０
０

肝
リ
レ
ー
」
で
県
代
表
と
な

っ
た
橋
本

誠
く
ん

（松
原
小
６
年
）
中
村
徹
く
ん

（筑
後
北
小
６
年
）
田
中

一
輝
く
ん

（羽

犬
塚
小
６
年
）
北
島
傑
く
ん

（水
田
小

６
年
）
吉
開
良
く
ん

（西
牟
田
小
５
年
）

と

「
５
年
女
子
１
０
０
肝
」
で
同
じ
く

県
代
表
と
な

っ
た
近
藤
美
里
さ
ん

（西

牟

田
小
）

の
６
人
。
子
ど
も
た
ち
は
、

ク
ラ
ブ
と
し
て
５
年
連
続

１０

回
目
の
出

場
と
な

っ
た
こ
と
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

５
年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
に
向
け
て
全
力

を

つ
く
す

こ
と
を
誓

い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち

一
人
ひ
と
り
と
握
手
を

交
わ
し
た
桑
野
照
史
筑
後
市
長
は

「自

分
に
悔

い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
、
精

一

杯

が
ん
ば

っ
て
」
と
励

ま
し
ま
し
た
。
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草

日の10か 月児健診 (保健
センター)で撮影しました。
希望者には写真を差し上げます。
企画広報係まで連絡してください。

がらだとこころのパランス

とれていますが

「私
は
元
気

で
す
」
と
自
信
を
持

っ

て
言
え
る
人
は
ど
れ
く
ら
い
い
る
で
し

ょ
う
か
。
か
ら
だ

は
健
康
だ
け
ど
、
最

近

ス
ト
レ
ス
が
た
ま

っ
て
い
る
、
笑
う

機
会

が
無

い
、
何
を
し
て
も
楽
し
く
な

い
な
ど
、

こ
こ
ろ
が
赤
信
号
に
な

っ
て

い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
体
だ
け
で
な

く

こ
こ
ろ

の
状
態

に
も
気

を
配

っ
て
、

「
か
ら
だ

も
元
気
、

こ
こ
ろ
も
元
気

」

を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
解
消
で

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

い
き

い
き
と
自
分
ら
し
く
健
康
な
毎

日
を
送

る
に
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
」
も

大
切

で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
多

い
生
活
を

続
け
て
い
る
と
、

こ
こ
ろ
だ
け
で
な
く

か
ら
だ

に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ

と
が
あ
り
ま
す
。
自
律
神
経
系
や
内
分

泌
系
な
ど

の
働
き
を
乱
し
た
り
、

ス
ト

レ
ス
解
消

の
た
め

の
過
食

や
お
酒
、
た

ば

こ
が
増
え
る
と
、
生
活
習
慣
病
を
引

き
起

こ
し
た
り
す
る
の
で
す
。

過
剰
な

ス
ト
レ
ス
が
続
く
と
次

の
よ

う
な
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
と
は
、
本
来
は
外
的

・
内

的
な
刺
激
に
対
す

る
反
応

の
こ
と
を
言

い
、
生
き
て
い
る
限
り
な
く
な
ら
な

い

も

の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
が
同
じ

で
も
、
受
け
止
め
方
に
よ

っ
て

「良

い

ス
ト
レ
ス
」
に
な
る
か

「悪

い
ス
ト
レ

ス
」
に
な
る
か
が
違

っ
て
き
ま
す
。
自

分

の
ス
ト
レ
ス
に
早
く
気
付

い
て
、
上

手
に
対
処
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

囲
ス
ト
レ
ス
対
処
法

〇

こ
こ
ろ
や
か
ら
だ

の
変
調
を
見
逃
さ

な
い
よ
う
に
し
、
自
分

の
ス
ト
レ
ス
状

態
を
正
し
く
知
る

〇
栄
養

・
運
動

・
睡
眠
を
バ

ラ
ン
ス
良

く
と
り
、

ス
ト
レ
ス
に
負
け
な

い
か
ら

だ
を

つ
く
る

〇
地
域

の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、

人
と
接
す

る
機
会
や
会
話
を
増
や
す

０
趣
味
や
旅
行
な
ど

で
気
分
転
換
を
図

る〇
音
楽
や
絵
画

の
鑑
賞
、
入
浴
や
ア

ロ

マ
テ
ラ
ピ
ー
な
ど

で
、
心
身
と
も
に
リ

ラ

ッ
ク

ス
で
き
る
時
間
を
持

つ

〇
腹
式
呼
吸
を
行

っ
て
気
分
を
落
ち
着

か
せ
る

※
腹
式
呼
吸

の
や
り
方
＝
①
あ
お
む
け

に
寝

て
お
腹
に
両
手
を
置
き
、
軽
く
目

を
閉
じ
て
深
呼
吸
す

る
②
お
腹
が
膨
れ

る
の
を
意
識
し
な
が
ら
鼻

か
ら
息
を
吸

い
、

口
か
ら
ゆ

っ
く
り
長
く
吐
く
③
以

上
を
１０

回
程
度
繰
り
返
す

健
診
結
果
の
チ
ェ
ッ
ク
で

か
ら
だ
も
健
康
に

５
月

・
６
月
に
行

っ
た

「基
本
健
康

診
断
」
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。
ま

だ
結
果
を
聞
い
て
い
な
い
人
は
き
ち
ん

と
聞
い
て
、
今
ま
で
の
生
活
習
慣

で
良

か

っ
た
の
か
、
も
う

一
度
チ

ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

現
在
死
亡
原
因

の
約
６
割
を
占
め
て

い
る
生
活
習
慣
病
。

こ
れ
ら
は
気
付
か

な
い
う
ち
に
、
あ
な
た

の
か
ら
だ

に
ジ

ワ
ジ

ワ
と
忍
び
寄

っ
て
き
ま
す
。
健
診

結
果

の
説
明
を
受
け
て
ほ

っ
と
し
た
人

も
、
も
う

一
度
自
分

の
生
活
を
見
直
し

て
、
今

の
健
康
を
維
持

で
き
る
よ
う
が

ん
ば
り
ま
し

よ
う
。

頭痛・めまい、日の痛み、肩こ

り・五十肩、多汗、じんましん、

食欲不振、背中・腰の痛み、便

秘・下痢・頻尿・インポテンツ、

円形脱毛症、首のこわばり・痛

み、手足の神経痛など

緊張する、政撃的Eなる、不安
感、不眠など

からだの

変  調

こころの

変  調

園広域眼科在宅医

4日 近沢眼科医院 (久留米市東町) 奮 38-9090
H日 平野眼科医院(八女市本町)全 0943-23-5550
18日 林眼科医院 (久留米市東町)  奮 32-2168
25日 槙眼科医院 (久留米市城南町) 奮 32-4807
囲歯科休日診療

4・ 11・ 18・ 25日  八女筑後歯科医師会館内の救急
医療センター(八女市本町)  奮 0943-24-4829
13日 大藪歯科医院(八女市蒲原)a o943-24-2980
14日 坂田歯科医院 (溝 口町)    盗 53-7089
15日 大石歯科医院(八女市室岡)a o943-24-Hll

奮 53-5000
金 53-5668
盆 53-3589
盗 52-1351
盆 53-6811
盗 53-3377
盗 51-7080
盆 53-5161

日日曜祝日在宅医

4日  田中整形外科 (野町)
なかの内科・消化器科 (藤島)

H日  さとう医院 (上町)
山方内科医院 (欠塚)

18日  加藤田整形外科 (上原々南)
吉山医院 (西原西)

25日  おおた医院 (上富久)
植田病院 (大和)

囲数急指定病院

筑後市立病院 (和泉西)

庁ム報ちくごH4よ 1(221覇
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υ問合せ=健康課
金 53-4115

◆乳幼児健診 ※母子健康手帳を持ってきてください。体調不良などで受診できないときは連絡してください

◆各種教室

◆相談 (0は予約が必要です)

8日のおひさま教室

①
:;を検|]云房丞尋募藍蚕

会
10:00～ 11:30、 保健センター

② 8/101上)=プールで水遊び
10:00～ 11:30、 筑後保育所

③

:|:;|||]みをli:る手[||
※①、③はいずれか 1日 に参加で

きます

【申込み・問合せ】①は 7/31(水 )、

②は8/91金 )、③は8/19(月 )の 8:

30～ 17:001こ子育て支援センター

(奮 53-8574)ヘ

今日の衛生行事

)

ヽ

)

,

健  診 と   き と こ ろ 対  象  者

乳児健診(4か月児) 23日悠鋤 13:00-14:00 保健センター 平成 14年 4月 生まれの子

10か 月 児 健 診 2日宅鋤 13:30-14:30 保健センター 平成 13年 10月 生まれの子

1歳 6か 月児健診 30日 宅鋤 13:00ハV14:00 保健センター 平成 13年 1月 生まれの子

3歳 児 健 診 9日宅鋤 13:00-14:00 保健センター 平
成 11年 7月 生まれの子 (ア ンケート用

紙と、尿を 5 cc持ってきてください)

教  室 と   き と こ ろ 内 容 な ど

もうすぐパパママ教室
1日 ltt1 10:00-12:00

8日 ltt1 10:00-12:00
保健センター

妊娠初期保健指導

妊娠中期保健指導と妊婦体操

お っ ば い 教 室 22日 lオヽ1 10:00-12:00 保健センター
妊婦や授乳中の母子。妊娠中からの乳房

管理、母乳育児について

乳 幼 児 教 室 20日 9り 10:00-12:00 保健センター
1～ 2歳の子どもとその保護者。育児に

ついて、親子遊び、おやつ、虫歯予防など

地 域 リハ ビ リ教 室
毎週月曜日9i30～ 12100

毎週水曜日9:30～ 12:00

流 公 民 館

溝口町公民館
ス トレッチ体操、レクリエーションなど

リ ハ ビ リ 教 室 毎週水曜日13:00～ 16:00 保健センター
ス トレッチ体操、レクリエーションなど

(バスで送迎 )

バ ラ ン ス 友 の 会 22日 lオヽ1  9130-12:00 保健センター 食事療法

ヘルスメイト養成講座 28日υk1  9:30-12:30 保健センター 開講式、講義「健康な食生活」

相  談 と   き と こ ろ

健 康 相 談 7日 lフk1 10:30～ 11:30 総合福祉センター

育 児 相 談 1日 ltt1 10:00-11:30 保 健 セ ン タ ー

● 心 の 相 談 17日 CD 13:30-15:30 保 健 セ ン タ ー

健 康 相 談
(健診結果要指導者)

2日⑥
9日④
23日ζ鋤

10
10
10

00-11:30
00-11:30
00-11:30

保 健 セ ン タ ー

予防接種について

0風疹 :風疹の無料予防接種は、 14～ 22歳の
人 (市内に住民票がある昭和54年 4月 2日～昭
和 62年 10月 1日 に生まれた人)が受けられま
す。期間は平成 15年 9月 30日 までです。幼児
の風疹予防接種はこれまでのとおりです。

0ツベルクリン反応検査・BCG:これまで集団接種していたツベル
クリン反応検査・BCGは、今年の4月 1日から個別予防接種になり
ました。市内の実施医療機関に予約して受けてください。

」
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電話番号はおまちがえのないように

文化運盟書道部研修会

文化連盟書道部では、調和体の書き方につ

いての研修会を開きます。

〔とき)8月 25日 (日)14:00～ 16:00(受付=
13i30～ )

(ところ〕サンコア講習室4・ 5

〔講師〕県美術協会会員 (大川高等学校教諭)。

鐘ケ江勢二さん

(参加料〕2500円 (会員外)
〔申込み・問合せ〕8月 5日偶)～ 9日的の19:

00～ 21:00に今村 (奮 53-6967)ヘ

六 所 宮 夏 ま つ り

〔とき〕8月 18日 (日 )15:00～ (雨天中止)
〔ところ〕六所宮
〔内容〕ジャズバンド、花火、大抽せん会、カラオケ大
会、盆踊り、お化け屋敷、ビンゴゲームなど
日親子バザー参加者募集 (羽犬塚宿場の市)
羽犬塚宿場の市実行委員会では、筑後織物商事跡で、
親子を対象に開く「親子バザー」の参加者を募集します。
〔申込み・問合せ〕8月 13日いまでに同委員長・大石
(a53-7751)ヘ

優
良
運
転
者
等
の
表
彰

圏
筑
後
市
交
通
安
全
協
会
長
表
彰

〔
対
象
〕
▼
市
内
に
住

み
、
継
統

５
年

以
上

の
運
転
経
歴
を
も
ち
、
過
去

５
年

以
上
無
事
故

・
無
違
反

・
罰
金
以
上

の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
が
な

い
人
▼
市

内
に
勤
務
し
、
継
続

３
年
以
上

の
実
働

経
歴
を
も
ち
、
過
去
５
年
以
上
無
事
故

・

無
違
反

・
罰
金
以
上

の
刑
に
あ
た
る
犯

罪
行
為
が
な
い
人

日
筑
後
警
察
署
長

・
筑
後
市
交
通
安
全

協
会
長
連
名
表
彰

〔対
象
〕

▼
市
内
に
住
み
、
継
続
１０
年

以
上

の
運
転
経
歴
を
も
ち
、
過
去

１０
年

以
上
無
事
故

・
無
違
反

。
罰
金
以
上

の

刑
に
あ
た
る
犯
罪
行
為
が
な

い
人

▼
市

内
に
勤
務
し
、
継
続

５
年
以
上

の
実
働

経
歴
を
も
ち
、
過
去
５
年
以
上
無
事
故

・

無
違
反

・
罰
金
以
上

の
刑
に
あ
た
る
犯

罪
行
為
が
な
い
人

囲
申
込
み

・
問
合
せ

８
月
３。
日
⑥

（土

。
日
曜
日
を
除
く
）

ま
で
に
市
交
通
安
全
協
会
事
務
局

（
盗

⑬

７
５
９
己

ヘ

※
こ
れ
ら
の
表
彰
は
、
今
後
上
位
表
彰

の
受
賞
要
件
と
な
り
ま
す
。
申
込
み
に

は
、
運
転
免
許
証

（
コ
ピ
ー
可
）
と
無

事
故
無
違
反
証
明
書
代
金

７
０
０
円
が

必
要
で
す

水
道
法
改
正
に
伴
う

新
規
専
用
水
道

の
届
け
出

平
成

１４
年
４
月
１
日
か
ら

の
水
道
法

改
正
で
、
新
し
く
水
道
法

の
適
用
を
受

け
る
専
用
水
道
に

つ
い
て
は
、

９
月
末

日
ま
で
に
届
け
出
を
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

〔対
象
〕
飲
用
、
炊
事
用
、
浴
用
な
ど

生
活

の
た
め
に
使
用
す

る

一
日
の
最
大

給
水
量
が
、
２。
立
方
肝
を
超
え
る
水
道

施
設

〔
届
出
先
〕
八
女
保
健
所

（
八
女
市
本

村

盗
０
９
４
３
②

６
９
６
５
）

〔問
合
せ
〕
県
水
道
整
備
室

（
金
０
９

２

・
６
４
３

ｏ
３
３
７
６
）

ヘ

経
営
構
造
対
策
事
業

評
価
表
を
公
表
し
ま
す

Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女

で
は
、
昨
年
９

月
に
公
表
し
た
経
営
構
造
対
策
事
業
計

画
を
、
平
成
１２

年
度
か
ら
１４
年
度
に
か

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
計

画
の
評
価
表
を
公
表
し
ま
す
。

〔事
業
主
体
〕
福
岡
八
女
農
業
協
同
組

〈
口〔事

業
内
容
〕

▼
情
報
管
理
通
信
施
設

整
備
Ｈ
農
業
情
報

シ
ス
テ
ム

（
一
式
）

▼
農
畜
産
物
集
出
荷
貯
蔵
施
設
整
備

Ｈ

い
ち
ご
パ

ッ
ケ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

（
一
式
）

〔と
き
〕
８
月
１
日
い
～
７
日
∩

（土

・

日
曜
日
を
除
く
）
、
午
前

８
時
半
～
午

後

５
時

〔
と

こ
ろ
〕
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
各
支

所
、
市
農
政
課

〔
問
合

せ
〕
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
農
業

情
報

シ
ス
テ
ム
課

（
ａ
０
９
４
３
④

２

０
６
８
）

ヘ

フ
Ｆ
ヽヽリ
ー＋
々
夕
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

市
教
育
委
員
会

で
は
、
市
内
に
住
ん

で
い
る
人
を
対
象
に
し
た

「
フ
ア
ミ
リ

ー
ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」

を
開
き
ま
す
。

〔と
き
〕
８
月
２‐
日
い
午
後
７
時
～

（受

付
Ｈ
午
後
６
時
半
～
）

〔
と

こ
ろ
〕
羽
犬
塚
中
学
校

〔内
容
〕
全
１６
ホ
‐
ル
で
合
計
打
数
を

競

う
個
人
戦

（
組
合

せ
は
市

で
決
定
）

※
子
ど
も
だ
け
で
も
か
加
で
き
ま
す
が
、

保
護
者

の
引
率
が
必
要
で
す

〔参
加
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
８
月
１６

日
④
ま

で
に
社
会
教
育
課
社
会
教
育

ス
ポ
ー

ツ

係

（
金
⑬

４
１
１
１
内
線
４
３
１
）

ヘ

２
０
０
２
福
岡
県
シ
エ

ア
美
術
展

県
な
ど

で
は
、
２
０
０
２
福
岡
県
シ

エ
ア
美
術
展

の
作
品
を
募
集

し
ま
す
。

〔募
集
作
品
〕
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、

工
芸
、
書
、
写
真

〔応
募
資
格
〕
県
内
に
住
む
昭
和
１８
年

手話入門請座
市では「手話入門講座」を開きます。

(とき〕9月 6日④～来年2月 21日④の間の

23日 間、19:30～21:00

※詳しい日程は問い合わせてください

〔ところ〕サンコア3階視聴覚室

〔対象〕市内に住んでいるか、通勤・通学し

ている高校生以上の人で、講座終了後も手話

ボランティアとして活動する意欲のある人

〔受講料〕850円 (テキスト代)
〔定員〕40人 (応募多数の場合は抽せん)
(申込み・問合せ〕8月 29日いまでに福祉事

務所社会福祉係 (a53-4111内線22
3剛 52-4709)ヘ

螂ちくごM4&1像0羽



４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

（県
美

術
協
会
会
員
は
除
く
）

〔出
品
料
〕
１
点
に

つ
き
１
０
０
０
円

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
市
健
康
課
に
あ

る
出

品
申

込
書

に
必
要
事

項
を
書
き
、

Ю
月
５
日
ω
ま
で

（消
印
有
効
）
に
県

美
術
協
会

（
〒
８‐０

‐
。
。
０
１
福
岡
市

中
央
区
天
神

５
丁
目
２

，
１
県
立
美
術

館
内

盆
０
９
２

・
７
１
３

・
４
２
０
０
）

※
作
品
は
、

Ｈ

月
６
日
卿
～
１７

日
０
に

県
立
美
術
館

に
展
示
し
ま
す

ち
く
ご
歩
こ
う
会

〔
と
き
〕
８
月
４
日
個
午
前
６
時
出
発

（
Ｈ
水
田
天
満
宮
）

（
コ
ー
ス
）
水
田
天
満
宮
↓
協
雅
↓
下

妻
↓
古
島
小
学
校
↓
水
田
天
満
宮

（約

８

ロ
キ
）

〔参
加
料
〕
保
険
料

１
０
０
円

（会
員

以
外
）

〔申
込
み
〕
当
日
会
場
で

〔問
合
せ
〕
ち
く
ご
歩

こ
う
会

。
中
間

ａ

＠

５
６
７
８
）

へ

再
就
職
支
援

パ
ソ
コ
ン
講
座

市

で
は
、
育
児
な
ど
で
離
職
し
た
人

の
再
就
職

を
支
援
す
る
た
め

の
パ
ソ
コ

ン
講
座
を
開
き
ま
す
。

〔
と
き
）
９
月
５
日
∩
～
２。

日
⑥
、
２７

日
⑥
、
３。

日
⑪
、
１０

月
４
日
④
～
１６

日

明

の
２‐

日
間
、
午
前
Ю

時
～
年
後
４
時

（土

。
日

・
祝
日
を
除
く
）

〔
と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
講
習
室

５

〔
内
容
〕
煮

ｏ
唱
↑
、
画
滓
⇔
と

、

マ
ウ

ス

ゃ
ｏ
ｏ
ｏ
ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル

一
般

検
定
試
験
対
策

〔定
員
〕
再
就
職
希
望
者

２０

人

（応
募

多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
）

〔受
講
料
〕
無
料

（
テ
キ

ス
ト
代

６
０

０
０
円
は
個
人
負
担
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
サ

ン
コ
ア
に
あ

る
申
込
用
紙

に
必
要
事
項

を
記

入
し
、

８
月
２。

日
い
ま
で
に
勤
労
者
家
庭
支
援

施
設

（
ａ
⑬

２
５
１
６
）

ヘ

再
就
職
準
備
の
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー

２‐
世
紀
職
業
財
団
福
岡
事
務
所
で
は
、

育
児
や
介
護

の
た
め
に
退
職
し
、
再
就

職
を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
再
就
職

準
備
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

（
と
き
）
９
月
５
日
い
、

６
日
④

の
午

後

１
時
～
４
時

〔と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
２
階
講
習
室

５

〔定
員
〕
４。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔内
容
〕
上
手
な
仕
事

の
探
し
方
、
ビ

ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
な
ど

〔参
加
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
８
月
５
日
ω
～

２３

日
④
に
同
事
務
所

（
ａ
０
９
２

・
４

３
１

・
７
７
０
１
）
か
市
勤
労
者
家
庭

支
援
施
設

（
盗
⑬
２
５
１
６
）

へ

※
託
児
無
料

（
１
歳
～
就
学
前
）
。
申

込
み
の
と
き
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

要
約
筆
記

・
朗
読
釜
日
訳
）

奉
仕
員
養
成
講
座

県
で
は
、
要
約
筆
記
や
朗
読

（音
訳
）

の
技
術
を
学
ぶ
講
座
を
開
き
ま
す
。

日
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

〔と
き
〕
１０

月
１２

日
～
１２

月
７
日
の
毎

週
土
曜
日

（
Ｈ

月
２３
日
を
除
く
）
、
年

前
１０
時
～
午
後
３
時

〔
と

こ
ろ
〕
飯
塚
市
立
岩
会
館

２
階
研

修
室

（飯
塚
市
新
飯
塚
）

〔対
象
〕
県
内
に
住
む
１８
歳
以
上
の
要

約
筆
記
初
心
者

の
人
で
、
講
座
終
了
後

に
要
約
筆
記
通
訳
活
動
が
で
き
る
人

〔定
員
〕
４。
人
に
な
り
次
第
締
切
り

〔受
講
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
９
月
２。

日
④
ま

で

（必
着
）
に
、
往
復
は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
職
業
、
生
年
月
日

を
書
き
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会

（
〒
８‐６

‐

０
８
０
４
春

日
市
原
町
３

‐
１

‐
７
金

０
９
２

・
５
８
２

・
２
４
１
４
）

ヘ

囲
朗
読

全
国
訳
）
奉
仕
員
養
成
講
座

〔
と
き
〕
９
月
４
日
～
Ｈ

月
２‐

日
の
毎

週
水
曜
日
、
午
前
Ю
時
～
午
後

０
時
半

〔
と

こ
ろ
〕
ク

ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

（春

日
市
原
町
）
研
修
室

〔
対
象
〕

１８

～
６５

歳

の
朗
読

釜
口
訳
）

初
心
者

の
人

〔定
員
〕
３０
人
に
な
り
次
第
締
切
り

（受
講
料
〕
無
料

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
８
月
２４

日
①
ま

で

（必
着
）
に

フ
ア
ク

ス
か
は
が
き
に

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

職
業
、
生
年
月
日
を
書
き
、
福
岡
点
字

図
書
館

（
〒
８‐６

‐
０
８
０
４
春

日
市
原

町
３

‐
１

‐
７
ク

ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
内

団

０
９
２

・
５
８
４

ｏ
ｌ
ｌ
０
１
盗
０

９
２

・
５
８
４

・
３
５
９
０
）

ヘ

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室

県
障
害
者

ス
ポ
ー

ツ
協
会

で
は
、
身

体
や
聴
覚
な
ど

に
障
害
を
も

つ
人
た
ち

を
対
象

に

「障
害
者

ス
ポ
ー

ツ

。
レ
ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン
教
室

」
を
開
き
ま
す
。

〔教
室
名
〕

▼
水
中
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
教

室

２
▼
障
害
児
親
子
水
泳
教
室

▼
車
椅

子
ダ

ン
ス
教
室
２
▼
身
体
障
害
者
水
泳

教
室
２
▼
知
的
障
害
者
水
泳
教
室
３

（初

級

コ
ー

ス
）

▼
知
的
障
害
者
水
泳
教
室

４

（中
級

コ
ー

ス
）

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ

教
室

※
開
催
日
や
内
容
、
対
象
者
な
ど
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

〔と

こ
ろ
〕
ク

ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

（春

日
市
原
町
）

〔参
加
費
〕
３
０
０
円

（申
込
み
）
市
福
祉
事
務
所
に
あ
る
申

込
書
に
自
己
申
告

の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
票

自 衛 官 募 集

日問合せ

自衛隊八女募集事務所 (盆 0943-24-5192)へ

種 目 資格 受付締切日 第 1次試験日

一 般 曹

候補学生

18歳以上

24歳未満

9月 6日

(金 )

9月 16日

(祝 )

曹候補士
18歳以上

27歳未満

航空学生

高校卒業

(見込み)以上

21歳未満

9月 21日

(土 )

2  等
陸海空士

18歳以上

27歳未満

男子=受付後に指定
女子=9月 24日卿～
25日 lアイ0
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を
添
え
て
郵
送
か

フ
ア
ク
ス
で
県
障
害

者

ス
ポ
ー

ツ
協
会

（
〒
８‐６

‐
０
８
０
４

春

日
市
原
町
３

‐
１

‐
７
ク

ロ
ー
バ
ー

プ
ラ
ザ
受
箱
１５
号

囲
０
９
２

・
５
８
２

・

５
２
２
８
）

ヘ

※
応
募
多
数

の
場
合
は
抽

せ
ん

〔問
合

せ
〕
市
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉

係

（
盆
⑬

４
１
１
１
内
線
２
２
３
）

ヘ

親
子
料
理
教
室

市
母
子
寡
婦
福
社
会

で
は
、
料
理
教

室

の
が
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔
と
き
〕
８
月
２４

日
⑪
午
前
９
時
半
～

〔
と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
料
理
実
習
室

〔対
象
〕
母
子

・
父
子
家
庭

の
親
子
（子

ど
も
だ
け
で
も
可
）
、
寡
婦

〔参
加
料
〕
大
人
Ｈ
３
０
０
円
、
子
ど

も
Ｈ
無
料

〔講
師
〕
筑
後
高
等
料
理
学
院

・
光
延

恵
美
子
さ
ん

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
８
月
１６

日
④
ま

で
に
同
会
事
務
局

（社
会
福
祉
協
議
会

内
容
⑫
３
９
６
９
）
か
市
福
祉
事
務
所

社
会
福
祉
係

（
盆
⑬
４
１
１
１
内
線
２

２
３
）

ヘ

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

囲
中
級
試
験

〔職
種
〕
行
政
事
務
、
学
校
事
務
、
警

察
事
務
、
栄
養
士

〔資
格
〕
昭
和
５２
年
４
月
２
日
～
昭
和

５８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
栄
養
士
に

つ
い
て
は
、
栄
養
士

の
免

許
を
も

っ
て
い
る
か
、
来
年

５
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

〔第

１
次
試
験
日
〕
９
月
２９

日
ぐ１〒―，

〔
受
験
場
所
〕
福
岡
工
業
大
学

（福
岡

市
東
区
和
白
東
）

日
初
級
試
験

〔職
種
〕

一
般
事
務
、
学
校
事
務
、
警

察
事
務
、
土
木
、
農
業
土
木

〔資
格
〕
昭
和
５４
年

４
月
２
日
～
昭
和

６０
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
大
学

在
学
期
間
が
２
年
を
超
え
な
い
人

〔第

１
次
試
験
日
〕
９
月
２９

日
⑪

〔受
験
場
所
〕
明
善
高
校

（久
留
米
市

城
南
町
）
ほ
か
県
内
３
カ
所

囲
申
込
み

・
問
合
せ

県
庁
や
県
八
女
総
合
庁
舎

（
八
女
市

大
字
本
村
）
な
ど
に
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
書

い
て
８
月
１９

日
⑪
～
３。

日

④

（消
印
有
効
）
に
配
達
記
録
郵
便
で

県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
〒
８‐２

‐
８
５

７
７
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７

‐
７
盆

０
９
２

・
６
４
３

・
３
９
５
６
）

ヘ

肇
察
官
Ｂ

採
用
試
験
舎
同
卒
程
度
）

〔資
格
〕
昭
和
４７
年
４
月
２
日
～
昭
和

６０
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

（大
学

卒
業
ま
た
は
来
年
３
月
卒
業
見
込
み
の

人
は
除
く
）

〔第

１
次
試
験
日
〕
１０

月
１３

日
⑪

〔
受
験
場
所
〕

▼
警
察
官

Ｂ

（
男
性
）

Ｈ
明
善
高
校

（久
留
米
市
城
南
町
）
な

ど

▼
警
察
官

Ｂ

（女
性
）
Ｈ
香
住
丘
高

校

（福
岡
市
東
区
香
住

ヶ
丘
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
警
察
署
に
あ

る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
書

い
て
、
８
月

‐６

日
④

～
９
月
４
日
曲

（消
印
有
効
）

に
配
達
記
録
郵
便

で
県
警
察
本
部
警
務

課
採
用
セ
ン
タ
ー

（
〒
８‐２

‐
８
５
７
６

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
７

‐
７
金
０
９

２

・
６
２
２

・
０
７
０
０
）

ヘ

一ｒ）

ヽ  
′Ⅲ

☆子育て電話相談 金 53-8574(毎 週月～金曜日 9100～ 17:00)
★教育相談電話 a52-8880  ☆福岡県教育ホットライン 金 52-4949

分護者教室

介護老人保健施設クリーシ

パル・ゆうでは、介護者教室

を開きます。

〔とき〕 8月 10日 (D14:00～

16 :00

〔ところ〕クリーンパル・ゆ

う (西牟田)1階リハビリ室
〔参加料〕無料 ちほぅ
〔内容〕講演『痴呆症と上手

につきあうために』>医療の

立場から=植田病院精神科医

長・安楽武彦さん>介護の立

場から=九州大谷短期大学助

教授。古賀陽子さん

〔問合せ〕同施設クリーンパ

ル・ゆう(a52-1181)ヘ

相  談 と    き ところ 内  容 (相談員 ) 問 合 せ

家庭児童相談
毎週月・火・木曜日
8:30-17:00

福祉事務所
相談室

児童に関する悩みなど
(家庭児童相談員)

福祉事務所
盆⑬4111内線225

教 育 相 談
毎週月～金曜日
8:30-17:00 教育研究所

いじめ・不登校 。学習 。進路などの
悩みや心配など  (教 育相談員)

学校教育口果
盆⑬4H7

健康に関する
総 合 相 談

毎週金曜日
9:00-12:00

筑後市立病
院

保健、医療、福祉についての総合相
談    (医 師、総看護師長等 )

市立病院総務課
盆⊂)7511

心 と 体 の
障 害 相 談

8月 7日 (水 )
13:30-16:00

保健センタ 障害者 (児)やその家族の悩みなど
(社会福祉士)

福祉事務所
a⑬ 4Hl内線223

心の健康相談
毎週金曜日
13:00ハヤ16100

福祉事務所
相談室

心の病に関する悩みなど
(精神保健福祉士 )

福祉事務所
盗04Hl内線223

母 子 寡 婦
家 庭 相 談

毎週水曜日
13:00ハΨ16:00

福祉事務所
相談室

生活、仕事、子育て、離婚問題など
(婦人相談員兼母子相談員 )

福祉事務所
盗04Hl内線223

補 聴 器 相 談
8月 20日 (火 )・ 28日 (水 )
10:00-12:00 福祉事務所

聴覚障害者用の補聴器について相談、
修理など      (指 定業者 )

福祉事務所
全⑭4111内線223

在 宅 介 護 相 談 (在宅介護支援センター )
高齢者の介護に関する悩みなどの相談に、専門のソーシャルワーカーや看護師が応じます。
《と き》常時 (土 。日曜日、祝日、夜間は施設の看護師等が対応します)
《ところ・問合せ》市立病院(a⑭ 1439)、 芳樹園 (a⑬ 2511)、 クリーンパルゆう(a⑫ 0630)、 市社会福祉協議会(al卜∪29o66)

庁ム幸風ちくごⅢ4al像0覇



図書 室 だ よ り
新刊図書紹介コーナー

『一休さん 』
千葉 幹夫 著

この本は、昭和10年代発行の絵

本を元に編集されているものです。

表紙を見て懐かしいと思う人もい

るのではないでしょうか。読み聞

かせにはぴったりの1冊です。

(日程は都合により変更される場合があります)

は休館 日です

おはなしボランティア募集

おはなしボランティア養成講座参加者募集

〔とき。ところ〕9月 21日 CD、 28日ω=サンコア1階講
習室 1・ 2、 10月 19日ω、26日ω=サンコア2階講習室 6。

時間は、10:00～ 12:00

〔対象〕全4回すべて参加できる人

〔定員・受講料〕30人になり次第締切り。無料

〔講師〕>絵本の読み聞かせ方=エルマー語りの会代表・

八尋理恵さん>パネルシアターの作成と実演の仕方=わ

かたけ作業所長・大石英雄さん

〔申込み 。問合せ〕8月 31日⑪までに中央公民館図書室

へ (休館日を除く)

8月 の休館 日
日 月 火 水 木 金 土

1   2  3

45678910
11  12  13  14  15 16 17

18  19 20 21  22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

☆開館時間 9:00～ 17:00
(木。金曜日=9100～ 20:00)
☆中央公民館図書室

奮 (直 )51-7200
金 (代)53-2178

う

ヽ

図
書
室

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

本
を
身
近
に
感
じ
る
よ
う
に
、

Ｈ

月
か
ら
毎
月
１
回
、
第

１
土
曜
日

に

「お
は
な
し

の
時
間
」
を

つ
く

り
、
絵
本
や
紙
芝
居

の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
図
書
室

の
ス
タ

ッ
フ

と

一
緒
に
読

み
聞
か
せ
を
し
て
く

れ
る

「お
は
な
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」

を
募
集

し
て
い
ま
す
。
本
や
子
ど

も
が
好
き
な
人
、
興
味
が
あ
る
人
、

経
験

が
な

く

て
も
大
歓

迎

で
す
。

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕
随
時
、
中

央
公
民
館
図
書
室

へ

〉

じ どうむ

<児童向き>
オリビアサーカスをすくう

へんてこライオンがいっぱい

なつのいけ

ズッコケニ人組と死神人形

イアン・ファルコナー
ちょう

長
しおのよねまつ

しんた

新太

塩野米松

那須正幹

虫の飼いかた さがしかた         藤丸篤夫

<一般向き>
落語の言語学              野村雅昭
日本百名山登山ガイド        山と渓谷社編
人生百年私の工夫           日野原重明
白神こだま酵母でパンを焼く       大塚せつ子
海外旅行韓国語会話100場面    おそどまさこ
軽井沢・志賀高原・長野  ブルーガイドニッポシ編
よみがえれ風の子―子どもの体の育み方  武藤芳照
恋のチカラ               相沢友子
ヴィリーヘの手紙     ルッツ・ファン・ダイク
赤面と純情               小倉敏彦

相  談 と    き ところ 内  容 (本日談員) 問 合 せ

消費生活相談
毎週月・水・木・金曜日
8:30-17:00 商工観光課

消費生活に関する苦情など
(消費生活相談員)

商工観光課
a⑬ 4Hl内線2H

社会保険相談
8月 22日 (本 )
10:00-15:00 商工会議所

社会保 F父全般について

(久留米社会保険事務所職員 )
久留米社会保険事
務所  a④ 6191

行 政 相 談
8月 22日 (木 )
10:00-12:00

サンコア
2階談話室

国、公団、公社等に対する苦情・意
見・要望など  (行政相談委員)

企画課
盆⑬4Hl内線151

求 職 相 談
毎週火曜日
10:00-16:00 商工観光課

職業について。求人票は常時商工観
光 p果で公開    (職 業相談員)

商工観光課
盆⑬4111内線212

労 働 相 談
毎週火・木曜日
8:30-17:00 商工観光課

給料不払い、雇用主とのトラブルな
ど        (労 働相談員)

商工観光課
a⑬ 4111内線211

無料法律相談
8月 21日 (水 )
14:00-17:00

サンコア
1階託老室

金銭、不動産、家庭問題など。予約
受付日8月 9日 ⑥、定員 7人を超え
た場合は抽せん    (弁 護士)

総務課 (予約も)

盆⑬4Hl内線131

レデ ィース
法 律 相 談

8月 23日 (金 )
17:00-19:00

サンコア
2階会議室

離婚、相続、セクハラなど。相談者は
女性のみ。要予約  (女性弁護士 )

勤労者家庭支援施設
(予約も)a⑬ 2516

人 権 相 談
8月 14日 (水 )
10:00-15:00

サンコア
2階談話室

いじめ、差別、近隣とのもめごとなど
(人権擁護委員 )

総務課
a⑬ 4Hl内線 131

心配ごと相談
毎週木曜日(15日 は休み)
13:00-16:00

総合福祉セ
ンター

いろいろな心配ごと、悩みごとなど
(心配ごと相談員 )

社会福祉協議会
a⑫ 3969

Ⅷ(27)劇ちくごH4&1



8月 のこよみ

▲筑後地方で発展した久留米絣は用途に合わ
せさまざまなデザインが考え出されました

日 月 火 水 木 金 上

0後菫遠
6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4  5

11 12

18 19

25 26

□
誤
輔
　
灘
麟
計
　
□
日

□
蔀
湘
　
蒻
試
出
砂
国
鞘

く久
留
米
絣

市

の
代
表
的
な
伝
統

工
芸
品
の

一
つ
、

久
留
米
絣
。
紺
地
に
自

の
素
朴
な
美
し

さ
と
渋

い
独
特
な
風
合

い
を
引
き
出
す

技
法
は
、
有
馬
藩

の
城
下
町
に
住

ん
で

い
た
井
上
伝

（
１
７
８
８
～
１
８
６
９

年
）
に
よ

っ
て
１
８
０
０
年
ご

ろ
考
え

出
さ
れ
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
か
ら
機
織

り
が
好
き
だ

っ
た
伝
に
、
絣

の
技
法

の

ヒ
ン
ト
を
与
え
た
の
は
、

１
枚

の
古
む

し
ろ
だ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝

は
、
古
む
し
ろ
に
あ

っ
た
白

い
は
ん
点

に
目
を

つ
け
、
実
際
に
む
し
ろ
を
解
き

ほ
ぐ
し
な
が
ら
白
と
黒

の
混
ざ

り
具
合

を
確
か
め
、
絣

の
技
法
を
生
み
出
し
ま

し
た
。

こ
の
技
法
を
使

っ
て
織

っ
た
織

物

の
評
判
が
、
思

っ
た
以
上
に
よ
か

っ

か
　
す
　
り

た
た
め
、
伝
は

「加
寿
利
」
と
名
づ
け

城
下
町
で
販
売
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
が
現
在

の

「絣
」

の
名
前

の
由
来

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
伝

の
も
と
に
は
、
教
え
を
求
め
て
た
く
さ

ん

の
人
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

数
は
最
終
的
に
数
千
人
を
教
え
る
ほ
ど

で
し
た
。
そ
し
て
、
明
治
初
期
に
は
筑

め

　

　

め
　
　

が
す
り

は市役所の閉庁日です

船小屋花文大会

農業委員会◆出前市長室

(二川小校区)

青少年海外派遣事業 (～ 9日 )◆

民生委員・児童委員定例会

<立秋>
平禾lを者える市民のつごい

クリーン作戦 (西牟田小校区)

船小屋温泉大橋開通式

久富a綱曳き

出前市長室 (松原小校区)

フアミリーナイターグラウンドゴ

ルフ大会

友愛キヤンプ (～ 25日 )

水田天滴宮千灯明祭

行政区長会議

市町村合併を考える市民ンンポブ

ウム

1日

5日

7日

8日

9日

10日

刊コ日

44日

20日

2コ 日

24日

25日

29日

3コ 日

罰
」

駕
ペ

ロ
眠
く
ア

後
市
内

で
も
た
く
さ
ん

の
久
留
米
絣
が

生
産
さ
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
す
。

久
留
米
絣
の
技
法
は
、
括
り
、
染
め
、

織
り
な
ど
、
細
か
く
分
け
る
と
３。
以
上

の
複
雑
な

工
程
に
よ

っ
て
成
り
立

っ
て
，

い
ま
す
。
そ
の

一
つ
ひ
と

つ
の
工
程
は
、

い
ず

れ
も
生
産
者

の
熟
練
や
経
験
、
高

度
な
技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
国
は

昭
和
３２
年
に
そ
の
技
術
を
重
要
無
形
文

化
財
と
し
て
指
定
。
さ
ら
に
、
久
留
米

絣

の
技
術
保
持
者

や
伝

承
者

な
ど

を
、

昭
和
５‐
年
か
ら

「久
留
米
絣
技
術
保
持

者
会
会
員
」
に
指
定
し
、

そ
の
技
術
を

保
護
し
て
い
ま
す
。
市
に
は
現
在
、
北

西
部
を
中
心
に
数
十
件

の
絣
工
房
が
あ

り
、

そ
の
技
法
は
３
人

の
技
術
保
持
者

と
‐２
人
の
技
術
伝
承
者
に
よ

っ
て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。

日

出
典
一筑
後
市
史
第

二
巻
、

人
間
国

宝

シ
リ
ー
ズ
⑩

①
る
が↓
箆
夢偽

０
第
１
２
２
回
シ
ル
バ
ー
囲
碁
大
会

（６
月
１７
日
、

サ
ン
コ
ア
）

▼
Ａ
級
＝
①
角
哲
男

（羽
犬
塚
）
②
白
濱
伸
生

（欠

塚
）
③
小
路
重
哉

（西
原
東
）
▼
Ｂ
級
Ｈ
①
川
本
剛

也

（大
和
）
②
藤
田
博
司

（上
原
々
北
）
③
坂
本
克

己

（和
泉
西
）
▼
Ｃ
級
＝
①
白
石
勝
恵

（
二
本
松
）

②
小
野
隆
祐

（下
北
島
）
③
江
寄
誠

（下
北
島
）

０
第
１７
回
筑
後
市
非
行
防
止
少
年
剣
道
大
会

（７
月

６
日
、
水
田
小
学
校
）
　

‐

〔団
体
〕
▼
小
学
校
低
学
年
＝
①
羽
犬
塚
Ａ
②
古
川

Ａ
③
筑
後
Ａ
、
松
原
Ｂ
▼
小
学
校
高
学
年
＝
①
古
川

Ａ
②
下
妻
Ａ
③
羽
犬
塚
Ａ
、
水
洗
Ａ

〔個
人
〕
①
松
永
健
史

（筑
後
中
）
②
辻
裕
貴

（同
）

③
徳
永
聖
子

（同
）
、
木
本
成
彦

（筑
後
北
中
）

０
筑
後
地
区
中
学
校
夏
季
陸
上
競
技
大
会

（６
月
２‐

日
、
久
留
米
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

〔男
子
〕
▼
低
学
年
１
０
０
房
＝
①
鶴
善
行

（羽
犬

塚
中
）

〔女
子
〕
▼
低
学
年
１
０
０
房
Ｈ
①
田
熊
三
和

（筑

後
中
）
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※散歩道 (P17)の こたえ :右から「意・気・衝・天」「垂・頭・喪・気」
広報ちくご H14.8.1(28)

筆

刃
斗HI
剤

け
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小  ^

⌒  ⌒

仝
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（令
一

（
．

月 税

市 (県)民 税 2期
国民健康保険税 2期

||1薩醸鹸悌効き
人 口  47,458人 (+17人 )
男   22,661人 (+19人 )
女   24,797人 (-2人 )
世帯数  14,964戸 (+12戸 )
※カッコ内は前月からの増減です

故

発生件数   72件 (272件 )
負傷者数   88人 (354人 )
死亡者数   0人 ( 3人 )
※カッコ内は今年の累計です

出火件数   3件 ( 6件 )
火災損害  150万円(1,010万円)
救急出動  109件 (643件 )
※カッコ内は今年の累計です

。救急
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